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き
る
フ
ェ
リ
ー
（
定
員
１
５
０
人
）
が
大

島
～
萩
航
路
に
就
航

　
　

　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
に
基
づ
く
歴
史
的

風
致
形
成
建
造
物
と
し
て
、
観
音
院
観
音

堂
に
続
き
江
戸
期
の
大
型
町
屋
を
整
備

　
　

　
　

　
「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
」
と
し
て
観
光
イ
ベ

ン
ト
等
で
も
活
躍

　
　

　

俳
優
の
松
方
弘
樹
さ
ん
な
ど
各
分
野
で

活
躍
し
、
萩
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
20
人
に

委
嘱

　
　

　

長
州
フ
ァ
イ
ブ
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
萩

博
物
館
企
画
展
「
幕
末
明
治
の
洋
行
者
た

ち
」
を
開
催
。
６
月
に
は
萩
市
民
号
が
イ

ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
大
学
や
ア
イ
ア
ン
ブ

リ
ッ
ジ
峡
谷
な
ど
を
訪
問

　
　

　

下
関
市
の
東
行
庵
が
起
こ
し
た
遺
品
民

事
訴
訟
で
最
高
裁
が
上
告
を
棄
却
、
高
杉

家
側
の
所
有
権
が
確
定

　
　

　

平
成
27
年
度
を
目
途
に
学
校
施
設
の
計

画
的
な
耐
震
化
を
進
め
て
お
り
、
萩
東
中

校
舎
や
田
万
川
中
、
須
佐
中
、
小
川
小
、

椿
東
小
の
屋
内
運
動
場
の
耐
震
化
工
事
が

完
了

　
　

　

萩
市
社
会
福
祉
事
業
団
に
よ
り
救
護

所
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
萩
市
初
の
ケ
ア

ハ
ウ
ス
の
複
合
施
設
が
完
成

福祉複合施設つばき

　
　

　

平
成
６
年
か
ら
順
次
整
備
を
行
っ
て
き

た
、
む
つ
み
地
域
の
主
要
生
活
道
路
（
総

延
長
２
９
５
５
ｍ
）
が
完
成

　
　

　

県
内
初
の
プ
レ
ー
パ
ー
ク
「
萩
わ
ん
ぱ

ー
く
」
が
中
央
公
園
に
オ
ー
プ
ン
、
北
入

口
広
場
も
併
せ
て
完
成
し
、
中
央
公
園
す

べ
て
の
整
備
が
完
了

　
　

　

合
併
後
３
期
目
の
市
長
と
し
て
、
現
職

の
野
村
興
兒
氏
が
再
選

　
　

　

無
線
不
感
地
域
の
解
消
を
図
り
、
円
滑

な
消
防
・
救
急
活
動
を
行
う
た
め
、
高こ
う
や
ま山
、

日ひ
お
や
ま

尾
山
等
の
４
カ
所
に
中
継
局
を
整
備

　
　

　

66
年
間
に
１
７
４
７
人
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
た
佐
々
並
中
学
校
で
閉
校
式
と
思

い
出
を
語
る
会
を
開
催

　
　

　

農
産
物
の
輸
送
ト
ラ
ッ
ク
等
を
収
容
で

　
　

　
　

　
益
田
市
～
萩
市
間
約
70
㎞
に
つ
い
て
、

国
交
省
予
算
で
事
業
化
に
向
け
た
調
査
が

実
施

　
　

　

明
倫
小
学
校
跡
地
利
活
用
検
討
委
員
会

で
平
成
26
年
４
月
移
転
後
の
活
用
方
針
を

検
討
、
25
年
度
内
に
基
本
方
針
を
策
定

　
　

　

益
田
市
の
松
永
牧
場
に
よ
り
県
内
最
大

の
１
７
０
０
頭
規
模
の
牛
舎
な
ど
が
完
成

　
　

　

北
九
州
市
か
ら
板い
た
び
つ櫃
中
、
企き

く救
中（
６

月
）、
曽
根
中（
９
月
）の
３
校
が
、
地
域

の
生
き
が
い
対
策
な
ど
農
山
漁
村
振
興
に

も
つ
な
が
る
民
泊
体
験
学
習

萩牧場
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■
市
長
コ
ラ
ム
No.103

　

本
年
も
残
る
は
２
週
間
余
り
。
振

り
返
る
と
上
記
の
と
お
り
さ
ま
ざ
ま

な
出
来
事
が
あ
っ
た
が
、
後
世
に
し

っ
か
り
語
り
継
が
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

は
、
東
部
の
集
中
豪
雨
災
害
。

　

合
併
後
８
年
経
過
し
た
新
萩
市
の

最
大
の
試
練
と
な
っ
た
。
災
害
復
興

局
を
創
設
し
、
加
え
て
担
当
の
副
市

長
を
設
け
る
べ
く
関
係
議
案
を
定
例

議
会
に
上
程
し
た
と
こ
ろ
。
合
併
し

た
７
地
域
の
力
を
糾
合
し
、ま
た
国
・

県
や
県
内
自
治
体
、
姉
妹
都
市
等
の

職
員
派
遣
の
応
援
も
受
け
な
が
ら
早

期
に
確
実
に
復
旧
・
復
興
で
き
る
よ

う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

辛
い
悲
し
い
話
題
の
多
い
中
、
年

末
に
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
舞
い
込

む
。
平
成
27
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド

ラ
マ
は
萩
を
舞
台
と
す
る「
花
燃
ゆ
」

に
決
定
と
の
報
道
。
幕
末
・
維
新
・

明
治
の
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
い
た

一
人
の
女
性
の
物
語
。
そ
の
女
性
と

は
吉
田
松
陰
先
生
の
妹
「
文ふ
み

」。
27

年
度
は
世
界
遺
産
登
録
の
話
題
も
あ

る
。
こ
の
明
る
い
兆
し
が
正
夢
と
な

る
よ
う
に
。
よ
い
お
年
越
し
を
祈
り

ま
す
。

　
　

　

山
口
県
立
大
、
全
国
晋
作
会
連
合
会
と

協
働
で
結
成
当
時
の
奇
兵
隊
隊
服
を
再

現
、
時
代
ま
つ
り
等
の
奇
兵
隊
パ
レ
ー
ド

で
披
露
。
９
月
１
日
に
は
女お
な
ご
だ
い
ば

台
場
築
造

１
５
０
年
記
念
事
業
も
開
催

　
　

　

長
門
市
と
共
同
で
三
見
地
区
に
公
設
民

営
（
Ｄ
Ｂ
Ｏ
）
方
式
で
工
事
に
着
手
、
平

成
27
年
４
月
に
供
用
開
始
予
定

　
　

　

旧
ア
ル
ミ
ネ
工
場
跡
地
に
新
山
口
工
場

の
建
設
工
事
に
着
手
、
平
成
26
年
６
月
に

操
業
開
始
予
定

　
　

　

東
部
地
域
で
未
曾
有
の
豪
雨
災
害
、
須

佐
で
１
時
間
雨
量
１
３
８
・
５
ミ
リ
の
観

測
史
上
最
大
の
記
録
的
豪
雨
。死
者
２
人
、

行
方
不
明
者
１
人
、
負
傷
者
５
人
、
住
宅

被
害
は
１
０
０
０
世
帯
を
超
え
た
。
避
難

人
数
は
最
大
３
７
１
人
で
、
各
地
で
停
電

や
断
水
、
道
路
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

途
絶
。
９
月
17
日
に
復
旧
・
復
興
を
一
元

的
に
担
当
す
る
災
害
復
興
局
を
新
設

　
　

　

政
府
が
今
年
度
の
ユ
ネ
ス
コ
へ
の
推
薦

を
決
定
し
、
９
月
27
日
に
推
薦
書
（
暫
定

版
）
を
提
出
。
10
月
に
は
「
恵
美
須
ヶ
鼻

造
船
所
跡
」
が
国
指
定
史
跡
に
指
定
。
平

成
27
年
６
月
頃
に
登
録
の
可
否
が
決
定

　
　

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
80
回
記

念
ド
ラ
マ
と
し
て
、
明
倫
小
学
校
や
鶴
江

の
渡
し
な
ど
が
登
場
。
ダ
イ
ワ
ハ
ウ
ス
の

企
業
Ｃ
Ｍ
で
も
萩
が
舞
台
に

　
　

　

休
日
、
年
末
年
始
の
一
次
救
急
を
担
う

診
療
所
と
し
て
整
備
。
14
日
に
は
医
療
連

携
の
拠
点
施
設
「
萩
地
域
医
療
連
携
支
援

セ
ン
タ
ー
」
も
完
成

　
　

　
　

　

吉
田
松
陰
の
妹
・
文ふ
み

を
主
人
公
と
す
る

「
花
燃
ゆ
」
に
決
ま
る

休日急患診療センター

須佐中津交差点恵美須ヶ鼻造船所跡
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萩
市
川
上
地
域
に
進
出
が
決
定
し

て
お
り
ま
す
、
ト
ー
フ
レ
株
式

会
社
の
新
工
場
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
の

状
況
お
よ
び
今
後
の
事
業
実
施
予
定
に

つ
き
ま
し
て
、
ご
報
告
し
ま
す
。

　

新
工
場
は
、
７
月
16
日
に
起
工
式
が

行
わ
れ
、
旧
ア
ル
ミ
ネ
川
上
西
工
場
跡

地
に
建
設
中
で
す
。
現
在
、
基
礎
工
事

が
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
建
物
本
体
工
事

に
着
手
し
、
来
年
４
月
末
に
完
成
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
５

月
に
は
機
械
設
備
等
の
設
置
が
行
わ

れ
、
６
月
か
ら
操
業
が
開
始
さ
れ
る
見

込
み
で
す
。

　

新
工
場
の
従
業
員
に
つ
き
ま
し
て

※一部のみの掲載です。

萩
反
射
炉
な
ど
を
構
成
資
産
と
す

る
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産 

九
州
・
山
口
と
関
連
地
域
」
に
つ

い
て
は
、
本
年
９
月
27
日
に
、
政
府
が

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
へ
推

薦
書
（
暫
定
版
）
を
提
出
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
本
遺
産
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
を
支
援
し
よ
う
と
経
済
界
の
関
係
者

な
ど
に
よ
り
「
産
業
遺
産
国
民
会
議
」

が
10
月
30
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
国
民
会
議
に
は
、
日
本
を
代
表

す
る
企
業
の
経
営
者
な
ど
が
参
加
し
て

お
り
、
本
遺
産
の
価
値
を
国
内
外
に
情

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
滋
賀
工
場
か
ら
35

人（
う
ち
山
口
県
出
身
者
11
人
）、長
門

市
に
あ
る
山
口
ト
ー
フ
レ
か
ら
17
人
が

新
工
場
に
異
動
し
、
新
規
に
38
人
の
雇

用
が
見
込
ま
れ
、
当
初
は
90
人
体
制
で

操
業
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
の

後
、
第
２
期
計
画
完
了
時（
３
～
５
年

後
）に
は
、
１
５
０
人
程
度
が
就
業
す

る
工
場
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

新
た
な
企
業
が
工
場
を
建
設
し
、
操

業
を
開
始
す
る
こ
と
は
、
新
規
雇
用
に

伴
う
定
住
促
進
、
市
内
で
の
消
費
拡
大

等
の
波
及
効
果
が
見
込
ま
れ
、
地
域
経

済
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
平
成
27
年
の
大
河

ド
ラ
マ
は
、
吉
田
松
陰
先
生

の
妹
の
文ふ
み

を
主
人
公
と
す
る
「
花
燃

ゆ
」
に
決
定
さ
れ
た
旨
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
萩
市
が
舞
台
と
な
る
大
河
ド
ラ

マ
は
、
昭
和
52
年
の
「
花か
し
ん神
」
以
来
38

年
ぶ
り
の
こ
と
で
、
こ
ん
な
に
嬉
し
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

幕
末
維
新
に
身
命
を
賭
し
て
、
困
難

な
時
代
を
駆
け
抜
け
、
19
世
紀
末
に
欧

米
諸
国
以
外
で
唯
一
近
代
国
家
の
形
成

を
な
し
遂
げ
た
歴
史
は
、
若
い
皆
さ
ん

に
大
き
な
物
語
を
語
り
か
け
る
も
の
と

信
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
萩
の
観
光
に
も
大
き
く
貢

献
す
る
も
の
と
期
待
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
来
年
８
月
に
ク
ラ
ン
ク
イ
ン

の
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
県
や

関
係
自
治
体
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
萩

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
中
心
に
万

全
の
協
力
体
制
を
取
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

トーフレ㈱建設地の状況

松下村塾吉田松陰銅像

報
発
信
し
、登
録
に
向
け
た
機
運
を
高

め
る
た
め
、国
際
会
議
の
開
催
や
広
報

活
動
、資
産
の
保
全
策
の
研
究
支
援
等

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、本
遺
産
の
世
界
文
化
遺
産
登

録
に
向
け
た
大
き
な
後
押
し
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
の
平
成

27
年
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け

て
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
な
が
ら
引

き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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※
山
口
県
内
の
山
陰
道
の
状
況

　

山
陰
道
の
総
延
長
は
鳥
取
市
か
ら
下
関

市
に
至
る
約
３
８
０
㎞
で
す
。
山
口
県
で

は
開
通
済
み
区
間
は
萩
・
三
隅
道
路
の
長

門
市
三
隅
Ｉ
Ｃ
～
萩
Ｉ
Ｃ
間
の
15
・
２
㎞
、

ま
た
事
業
中
の
区
間
も
長
門
俵
山
道
路
の

5.5
㎞
だ
け
で
あ
り
、
鳥
取
県
の
０
％
、
島

根
県
の
13
％
と
比
べ
、
未
着
手
率
が
81
・

８
％
と
整
備
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

山
陰
道
（
益
田
～
萩
間
）
に
つ
い
て
は
、

５
月
に
平
成
25
年
度
の
国
土
交
通
省
中
国

地
方
整
備
局
関
係
予
算
で
事
業
化
に
向
け

た
「
優
先
区
間
の
絞
り
込
み
調
査
」
の
実

施
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
口
県
で
は
平
成
25
年
度
か
ら

の
継
続
要
望
と
し
て
、
11
月
の
平
成
26
年

度
政
府
要
望
に
お
い
て
も「
５
つ
の
全
力
」

関
連
要
望
と
し
て
最
重
要
項
目
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
な
ど
、
山
陰
道
整
備
に
つ
い
て

は
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
11
月
11
日
に
国
で
は
、

直
轄
事
業
の
事
業
評
価
な
ど
、
地
方
で
の

道
路
事
業
の
効
率
的
な
実
施
に
関
し
て
意

見
を
聴
取
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
す
る

「
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
中

国
地
方
小
委
員
会
」
を
開
催
し
、
山
陰
道

（
益
田
～
萩
間
）
に
つ
い
て
、
未
着
手
区

間
の
中
か
ら
よ
り
緊
急
性
の
高
い
区
間
を

「
優
先
区
間
」
と
し
て
絞
り
込
ん
で
い
く

た
め
の
具
体
的
な
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　

７
月
28
日
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
局
地
的
な
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
、
地
域
住
民
の
生
活
や
経
済
活
動
に
甚

大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で

改
め
て
、
住
民
の
避
難
や
緊
急
物
資
の
輸

送
な
ど
、
災
害
時
に
も
機
能
す
る
代
替
性

の
確
保
さ
れ
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
さ
ら
に
、
地
域
住
民
、
民
間
団

体
を
は
じ
め
と
し
た
幅
広
い
方
々
の
声
を

関
係
機
関
へ
届
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

段
階
的
に
中
国
地
方
小
委
員
会
に
お
い

て
審
議
が
行
わ
れ
、
優
先
区
間
の
絞
り
込

み
調
査
の
後
は
、
概
略
ル
ー
ト
・
構
造
の

検
討
、
詳
細
ル
ー
ト
・
構
造
の
検
討
等
と

進
ん
で
い
き
ま
す
（
表
参
照
）。

　

今
後
は
現
地
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き　

平
成
26
年
１
月
18
日
（
土
）

午
後
１
時
～
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

意
見
発
表
等
、
記
念
講
演
会

（
午
後
３
時
予
定
）

路面崩落により片側交互通行が続く国道
191 号の須佐トンネル（須佐側）付近

法面崩壊で道路の幅が狭くなった国道
191 号の須佐トンネル〜大刈トンネル間

■
問
い
合
わ
せ

土
木
課
（
２
５
・
３
８
３
２
）
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豪
雨
災
害
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
を

支
援
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
萩
市
集

中
豪
雨
災
害
救
援
義
援
金
」
は
、
12
月

２
日
現
在
で
１
億
４
４
０
３
万
９
１
７

１
円
と
な
り
、
第
２
次
配
分
を
12
月
２

日
か
ら
被
災
さ
れ
た
方
に
お
届
け
し
て

い
ま
す
。

　

12
月
２
日
に
は
、
須
佐
の
仁に

ほ保
逸い
つ
ろ
う朗

さ
ん
と
、
浸
水
被
害
を
受
け
た
施
設
入

所
者
の
中
村
正ま
さ
こ子
さ
ん
、
淺
あ
さ
か
わ川
祐ゆ
う
さ
く
作
さ

ん
、
ま
た
被
災
の
程
度
が
大
き
い
社
会

福
祉
施
設
へ
の
義
援
金
と
し
て
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
阿
北
苑
と
社
会
福
祉

　

須
佐
、
田
万
川
、
む
つ
み
地
域
の
小

中
学
生
か
ら
募
集
し
た
４
８
２
作
品
の

中
か
ら
、
表
の
と
お
り
地
域
ご
と
に
２

作
品
ず
つ
を
選
び
、
市
長
賞
は
「
復
興

は 

み
ん
な
の
笑
顔
が 

エ
ネ
ル
ギ
ー
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

総
合
事
務
所
や
支
所
等
の
６
カ
所
に

掲
示
し
、
被
災
地
の
早
期
復
興
に
向
け

た
機
運
の
醸
成
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

災
害
復
興
局

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
３
）

　

被
災
地
域
の
皆
さ
ん
に
元
気
を
取
り

戻
し
て
も
ら
い
、
復
旧
・
復
興
に
向
け

て
の
機
運
を
高
め
る
た
め
、
12
月
８
日

に
田
万
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

「
が
ん
ば
ろ
う
・
田
万
川　

復
興
の
つ

ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

作
文
発
表
で
は
、
多
磨
小
１
年
角か
ど

拓た
く
ほ歩

く
ん
、
小
川
小
２
年
海か
い
づ津

萌も
え
か珈

さ

ん
、
田
万
川
中
３
年
峰み
ね
む
ら村

香か

な菜
さ
ん

の
３
人
が
、「
田
万
川
の
人
た
ち
の
優

し
さ
が
嬉
し
か
っ
た
。
こ
ん
な
す
て
き

▶
田
万
川
総
合
事
務
所
（
似
顔
絵
の
イ
ラ

ス
ト
は
11
月
４
日
の
五
縁
ま
つ
り
で
田
万

川
・
小
川
・
須
佐
保
育
園
児
が
作
成
）

法
人
Ｅ
・
Ｇ
・
Ｆ
を
野
村
市
長
が
訪
問

し
、
義
援
金
を
お
届
け
ま
し
た
。
義
援

金
を
受
け
取
ら
れ
た
方
々
か
ら
は
、「
あ

り
が
た
く
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
な

ど
と
感
謝
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

い
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
義
援
金
の
募
集

は
、
12
月
27
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
１
０
２
）　

な
と
こ
ろ
に
住
め
て
よ
か
っ
た
」、「
大

好
き
な
田
万
川
が
元
通
り
に
な
る
ま

で
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
行
動
に
移

し
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
発
表
し
ま
し

た
。
ま
た
、
澄
川
宜た
か
ふ
み

史
さ
ん
は
意
見
発

表
で
、「
子
ど
も

た
ち
の
将
来
の
た

め
に
も
、
心
の
復

興
は
率
先
し
て
や

っ
て
い
き
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。
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椿
東
中
小
畑
に
あ
る
恵え
び
す
が
は
な

美
須
ヶ
鼻
造
船

所
跡
は
、
萩
藩
が
設
け
た
造
船
所
の
遺
跡

で
、
幕
末
に
２
隻
の
西
洋
式
木
造
帆
船
を

建
造
し
ま
し
た
。

　

徳
川
幕
府
は
、
大
名
統
制
の
た
め
江
戸

時
代
初
期
に
軍
艦
等
の
建
造
を
禁
止
す
る

大
船
建
造
禁
止
令
を
制
定
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
ペ
リ
ー
の
黒
船
が
来
航
し
た
嘉
永

６
年（
１
８
５
３
）、
幕
府
は
禁
止
令
を
解

禁
し
、
翌
年
に
は
萩
藩
に
軍
艦
を
建
造

す
る
よ
う
命
じ
ま
す
。
ま
た
、
安
政
2

年
（
１
８
５
５
）に
、
桂
小
五
郎（
木
戸
孝

允
）
が
軍
艦
建
造
の
意
見
を
藩
に
提
出
し

ま
す
。
こ
れ
ら
を
受
け
、
翌
年
に
は
当
時

の
藩
主
毛
利
敬た
か
ち
か

親
が
洋
式
軍
艦
を
建
造
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
す
。

問い合わせ 世界遺産登録推進課（２５・３３８０）

　

韮に
ら
や
ま山

エ
リ
ア
は
時
代
順
に
第
３
番
目
の

エ
リ
ア
で
、
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
に
あ

　
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産　

九
州
・

山
口
と
関
連
地
域
」
は
、
平
成
27
年
６
月

頃
に
開
催
さ
れ
る
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委

員
会
で
、
世
界
遺
産
登
録
の
可
否
が
決
定

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
遺
産
群
は
九
州
・
山
口
を
中
心
に

８
県
11
市
に
28
資
産
あ
り
、
時
代
に
沿
っ

た
８
つ
の
エ
リ
ア
と
萩
市
内
の
５
資
産
を

５
回
に
わ
た
り
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▷
韮に

ら
や
ま山

反
射
炉

安
政
４
年
（
１
８
５
７
）
完
成

全長 44 ｍ、万延元年（1860）進水、
文久 3 年（1863）5 月、下関海峡で米
商船ペンブローク号に砲撃、翌月、米ワ
イオミング号の報復攻撃により撃沈

（いずれも山口県文書館所蔵）

　

当
時
、
国
内
で
は
伊
豆
半
島
の
戸へ
だ
む
ら

田
村

で
、
ロ
シ
ア
人
海
軍
将
校
の
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
が
地
元
の
船
大
工
を
使
っ
て
西
洋
式
木

造
帆
船
を
建
造
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が

日
本
人
に
よ
る
初
の
本
格
的
な
洋
式
船
建

造
で
、
萩
藩
は
戸
田
村
に
船
大
工
棟
梁
を

派
遣
し
、
建
造
に
携
わ
っ
た
技
術
者
を
招

へ
い
、安
政
３
年
（
１
８
５
６
）
恵
美
須
ヶ

鼻
に
造
船
所
を
建
設
し
ま
す
。
こ
こ
で
同

年
、「
丙へ
い
し
ん
ま
る

辰
丸
」
が
進
水
し
ま
す
。

　

ま
た
、
万
延
元
年
（
１
８
６
０
）
に
は

２
隻
目
の
西
洋
式
帆
船
「
庚こ
う
し
ん
ま
る

申
丸
」
が
進

水
し
ま
す
。
庚
申
丸
の
建
造
技
術
は
、
丙

辰
丸
と
は
違
い
、
幕
府
が
軍
艦
の
操
縦
と

建
造
の
技
術
習
得
の
た
め
設
立
し
た
長
崎

海
軍
伝
習
所
で
オ
ラ
ン
ダ
人
教
官
が
教
え

た
技
術
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
と
オ
ラ
ン
ダ
と
い

う
２
つ
の
異
な
る
技
術
に
よ
る
造
船
を
１

つ
の
造
船
所
で
行
っ
た
例
は
他
に
な
い
こ

と
、
ま
た
幕
末
に
建
設
さ
れ
た
造
船
所
で

唯
一
遺
構
が
確
認
で
き
る
造
船
所
で
あ
る

こ
と
が
評
価
さ
れ
構
成
資
産
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
10
月
に
は
国
指
定
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

り
、
江
戸
時
代
に
は
世
襲
代
官
、
江
川

太た
ろ
う
ざ
え
も
ん

郎
左
衛
門
が
治
め
て
い
ま
し
た
。
構
成

資
産
は
韮
山
反
射
炉
で
、
36
代
当
主
で
あ

る
英ひ
で
た
つ龍
が
海
防
用
の
鉄
製
大
砲
鋳
造
の
た

め
に
築
き
ま
し
た
。

　

韮
山
反
射
炉
は
、
鉄
製
大
砲
を
鋳
造
し

た
反
射
炉
と
し
て
国
内
に
唯
一
現
存
す
る

も
の
で
、
萩
反
射
炉
が
１
基
２
炉
で
あ
る

の
に
対
し
２
基
４
炉
あ
り
、
鉄
製
大
砲
を

鋳
造
す
る
の
に
十
分
な
量
の
鉄
を
鋳
造
し

ま
し
た
。
築
造
に
あ
た
っ
て
は
西
洋
の
書

物
を
基も
と

に
日
本
の
伝
統
技
術
が
利
用
さ
れ

た
ほ
か
、
佐
賀
藩
と
の
技
術
交
流
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
他
の
反
射
炉
も
含
め
、
そ
の

築
造
は
日
本
の
産
業
史
の
転
換
期
と
な

り
、
こ
れ
に
よ
り
世
界
の
近
代
製
鉄
技
術

史
に
初
め
て
日
本
が
登
場
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

丙
へいしんまる

辰丸

庚
こうしんまる

申丸

全長 25 ｍ、安政 3 年
（1856）進水、藩の主
力艦として海軍の練習
と国産交易に利用
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11
月
20
日
、
21
日
に
萩
市
の
友
好
都
市
、

前
橋
市
か
ら
山
本
龍
り
ゅ
う

市
長
が
代
表
の「
市

民
友
好
の
翼
」88
人
が
来
萩
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
市
と
前
橋
市
は
、
萩
出
身
で
初
代
群
馬

県
令（
現
在
の
県
知
事
）を
務
め
た
楫か
と
り取
素も
と

彦ひ
こ

が
縁
で
、
２
０
０
２
年
に
友
好
都
市
提
携
を

結
び
、
昨
年
11
月
に
萩
市
民
号
が
前
橋
市
を

訪
れ
る
な
ど
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

前
橋
藩
主
松
平
直な
お
か
つ克

公
が
植
え
ら
れ
た

ザ
ク
ロ
の
苗
木
４
本
が
前
橋
市
か
ら
萩
市
に

寄
贈
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
素
彦
の
子
孫
・
楫

取
能よ
し
ひ
こ
彦
さ
ん
な
ど
が
立
ち
会
い
、
両
市
長
が

中
央
公
園
の
萩
図
書
館
前
に
、
植
樹
を
行
い

両
市
の
友
好
と
発
展
を
祈
念
し
ま
し
た
。

友
好
都
市
前
橋
市
か
ら
市
民
団
が
来
萩

新
し
い
萩
観
光
小
町
が
萩
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す

　

11
月
８
日
、
今
年
度
の
萩
観
光
小
町
２
人

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

中
村
伶れ
い
な菜

さ
ん
（
須
佐
）
は
「
萩
の
ま
ち

の
良
さ
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
に
笑
顔

で
、
大
勢
の
人
を
笑
顔
に
し
た
い
」、
吉よ
し
か賀

未み

ほ歩
さ
ん
（
椿
東
）
は
「
萩
育
ち
で
は
な
い

が
、
萩
の
魅
力
を
知
っ
て
、
も
っ
と
萩
を
大

好
き
に
な
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
２
年

間
、
萩
市
の
顔
と
し
て
市
内
外
の
観
光
行
事

に
参
加
し
て
、
萩
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
人
は
初
仕
事
と
し
て
11
月
10
日
の
萩
時

代
ま
つ
り
の
パ
レ
ー
ド
に
参
加
。
あ
い
に
く

の
雨
で
し
た
が
、
沿
道
の
観
客
に
笑
顔
で
応

え
て
い
ま
し
た
。

中
国
地
方
の
首
長
が
歴
史
ま
ち
づ
く
り
を
議
論

　

初
め
て
と
な
る
「
中
国
地
方
歴
史
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ

ト
」
を
11
月
11
日
、
萩
博
物
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト
に
は
、歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
認
定

を
受
け
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
、岡
山
県
の
津
山
市

と
高
た
か
は
し梁
市
、広
島
県
の
尾
道
市
と
竹
原
市
、島
根
県
の
松
江

市
と
津
和
野
町
の
６
市
町
の
首
長
が
、全
国
で
最
初
に
認

定
を
受
け
た
萩
市
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
の
制
定
に
関
わ
っ
た
北
海
道
大
学

大
学
院
の
越
こ
し
ざ
わ澤
明
あ
き
ら

教
授
が
基
調
講
演
で
「
歴
史
ま
ち
づ

く
り
は
、地
域
で
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が

活
性
化
に
つ
な
が
る
」と
話
さ
れ
、中
国
地
方
の
歴
史
ま
ち

づ
く
り
を
け
ん
引
し
、
連
携
を
深
め
て
い
く
な
ど
の
内
容

を
盛
り
込
ん
だ
「
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」
を
、
７
市
町
長
が
合

同
で
行
い
ま
し
た
。

中央公園で萩時代パレードに出発する
中村伶

れ い な

菜さん（左）、吉
よ し か

賀未
み ほ

歩さん

萩市民秋季バレーボール大会
　11 月 17 日に市民体育館で開催され、６チーム
が参加しました。優勝は「つばき」、２位は「今古萩」、
３位は「中津江」でした。

○優勝　つばき

中央公園の萩図書館前に植樹する山本龍前橋市長（右）と野村市長
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第
９
回 

萩
も
の
し
り
博
士
検
定
を
実
施

厳
し
い
天
候　

萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

11
月
16
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、
見
島
沖

で
、
漁
業
と
遊
漁
の
秩
序
あ
る
漁
場
利
用
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
第
16
回
目
と
な

る
「
萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
13
チ
ー
ム
、
34
人
の
参
加

が
あ
り
、
今
年
は
ナ
ン
シ
ン
デ
ン
キ
Ａ
（
愛

知
県
）
が
、
12
㎏
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
釣
り
上

げ
、
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

コ
シ
ナ
ガ
マ
グ
ロ
や
ヒ
ラ
マ
サ
な
ど
、
ま

ず
ま
ず
の
釣ち
ょ
う
か果

で
し
た
が
、
期
間
中
を
通
じ

て
風
が
強
い
日
が
多
く
、
17
日
か
ら
20
日
ま

で
中
止
に
な
る
な
ど
、
厳
し
い
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

萩
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら

学
ぶ
萩
も
の
し
り
博
士
検
定
が
、11
月
24
日
、

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
検
者
数
は
修
士
課
程
44
人
（
合
格
者
42

人
・
合
格
率
95
・
５
％
）
博
士
課
程
33
人
（
合

格
者
10
人
・
合
格
率
30
・
３
％
）
子
ど
も
も

の
し
り
博
士
検
定
１
人
（
合
格
者
１
人
）
で

し
た
。

　

子
ど
も
も
の
し
り
博
士
検
定
は
、
市
外
の

小
学
生
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
が
、
市
内

の
各
小
学
校
で
は
、
ふ
る
さ
と
学
習
の
一
環

と
し
て
、
11
月
26
日
か
ら
１
月
中
旬
ま
で

に
、
授
業
中
に
挑
戦
し
ま
す（
受
検
予
定
者

４
７
５
人
）。

優勝したナンシンデンキＡ（愛知県）

　

11
月
23
日
、
俵
山
多
目
的
交
流
広
場
（
長

門
市
）
で
行
わ
れ
た
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
山
口
県
予
選
の
決
勝
戦

で
、
萩
商
工
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
は
大
津
緑
洋

高
校
と
対
戦
し
、
惜
し
く
も
19
対
25
で
敗
れ

ま
し
た
。

　

試
合
は
互
い
が
譲
ら
な
い
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー

ム
と
な
り
、
萩
商
工
は
前
半
１
ト
ラ
イ
、
後

半
２
ト
ラ
イ
を
あ
げ
、
後
半
に
は
リ
ー
ド
す

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

12
月
末
か
ら
近
鉄
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
（
大

阪
府
）
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
は
、
川
上

中
出
身
で
大
津
緑
洋
高
校
３
年
の
溝
部
竜
り
ゅ
う

樹じ
ゅ

く
ん
が
出
場
し
ま
す
。

溝部竜
りゅうじゅ

樹
（大津緑洋高3年、

川上中出身）

萩
商
工
ラ
グ
ビ
ー
部　

惜
し
く
も
花
園
を
逃
す

第
50
回 

む
つ
み
縦
走
駅
伝
大
会

　

11
月
23
日
、
む
つ
み
地
域
を
舞
台
に
第
50

回
目
と
な
る
「
む
つ
み
縦
走
駅
伝
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
地
か
ら
41
チ
ー

ム（
３
２
１
人
）が
参
加
し
、
高
校
・
一
般
Ａ

の
部
24
・
45
㎞（
５
区
間
）、
中
学
校
、
一
般

Ｂ
、
中
学
校
女
子
、
一
般
女
子
の
部
19
・
18

㎞（
６
区
間
）で
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
第
50
回
の
記
念
大
会
と
い
う

こ
と
で
、
元
祖
公
務
員
ラ
ン
ナ
ー
の
采う
ね
た
に谷

義よ
し
あ
き秋

さ
ん
と
登
山
マ
ラ
ソ
ン
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
の
芹
せ
り
ざ
わ澤

雄ゆ
う
じ二

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
招
き
、
大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

絶
好
の
駅
伝
日
和
で
、
大
会
新
記
録
が
生

ま
れ
る
白
熱
し
た
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
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平
成
23
年
３
月
に
開
館
し
た
萩
図
書
館
の

入
館
者
が
、
12
月
３
日
に
１
０
０
万
人
を
達

成
し
ま
し
た
。
２
年
８
カ
月
目
で
の
達
成
と

な
り
、
１
日
に
平
均
１
０
０
０
人
が
利
用
し

て
い
ま
す
。

　

１
０
０
万
人
目
は
、
山
田
在
住
の
福
永
幸さ
ち

子こ

さ
ん
と
陽は
る
き生
く
ん
で
す
。福
永
さ
ん
は「
図

書
館
や
児
童
館
は
お
気
に
入
り
の
場
所
で
、

よ
く
利
用
し
ま
す
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

萩
図
書
館
は
「
市
民
の
サ
ロ
ン
」
と
位
置

づ
け
、
市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
協
働
で
運
営
し
、
原

則
年
中
無
休
で
す
。
ま
た
、
読
書
通
帳
や
電

子
書
籍
な
ど
先
進
的
な
取
り
組
み
も
行
っ
て

い
ま
す
。

萩
図
書
館 

早
く
も
入
館
者
１
０
０
万
人
を
達
成

新
型
定
置
漁
船
「
指し

づ
き
ま
る

月
丸
」
竣
工

　

12
月
３
日
、
県
漁
協
は
ぎ
統
括
支
店
所
属

船「
指
月
丸
」の
竣
工
式
が
玉
江
浦
支
店
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
船
は
玉
江
浦
地
区
の
定

置
網
漁
の
た
め
に
新
し
く
建
造
さ
れ
、
省
エ

ネ
・
省
人
化
の
た
め
最
新
鋭
の
機
器
を
搭
載

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
客
が
乗
船
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
今
後
、
観
光
や
教
育

と
も
連
携
す
る
予
定
で
す
。
網
も
大
幅
に
改

善
さ
れ
、漁
獲
量
の
回
復
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
最
長
３
年
間
、
国
の
事
業
を
活
用

し
て
、
低
迷
す
る
漁
業
の
収
益
回
復
に
取
り

組
み
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ 

水
産
課（
２
５
・
４
１
９
５
）

も
う
か
る
漁
業
に
向
か
っ
て
発
進
！

100 万人目の福永幸子さんと陽生くん

　

11
月
29
日
に
観
光
庁
が
、
地
域
の
特
産
物

を
生
か
し
世
界
に
も
通
用
す
る
お
土
産
を
発

掘
す
る
た
め
「
究
極
の
お
土
産
品
評
会
」
を

初
め
て
東
京
都
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
国
７
４
７
品
の
応
募
の
中
か
ら
一
次
審

査
を
通
過
し
た
１
１
５
品
が
、
10
人
の
審
査

委
員
に
よ
り
審
査
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
萩
食
品

協
同
組
合
の
「
オ
イ
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
」、「
オ

イ
ル
・
ポ
ニ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
が
究
極
の
お

土
産
９
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
後
究
極
の
お
土
産
は
、
観
光
庁
が
開
設

し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
内
で
紹
介
さ

れ
、イ
ベ
ン
ト
等
で
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

オ
イ
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
が「
究
極
の
お
土
産
」に
選
定
!

オイル・ルージュ
（金太郎のオイル漬け）
道の駅「萩しーまーと」
などで 650 円

オイル・ポニーフィッシュ
（平太郎のオイル漬け）
道の駅「萩しーまーと」
などで 550 円

明
木
の
恩
人
を
称
え
る「
彦ひ

こ
ろ
く六
・
又ま

た
じ
ゅ
う
ろ
う

十
郎
四
百
年
祭
」

　

11
月
30
日
、
旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
萩
城
築
城
の
際
の
功
労
に
よ
る
褒ほ
う
び美

と
し
て
明
木
の
里
人
の
た
め
口く
ち
や
せ
ん

屋
銭（
通
行

税
）の
免
除
を
願
い
出
た
古こ
せ
ん
じ
ょ
う

泉
城（
現
在
は
古

戦
場
）の
彦
六
、菅す
げ
ふ
た蓋

の
又
十
郎
へ
の
感
謝
を

込
め
た
四
百
年
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
大
紙
芝
居
や
明
木
小
５
・
６
年
生
に
よ

る
劇
、
明
木
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
よ
る

剣
舞
で
彦
六
・
又
十
郎
の
伝
説
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
鈴
木
章し
ょ
う
せ
い生
目
白
大
学
教
授
に

よ
る
記
念
講
演
で
は
、
ま
ち
と
む
ら
と
の
新

た
な
経
済
交
流
を
構
築
し
た
人
物
と
い
う
解

釈
を
紹
介
す
る
な
ど
、〝
明
木
の
恩
人
〟
を

称
え
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

明木小５・６年生による劇「彦六・又十郎伝説」
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な
交
差
点
（
萩
橋
西
詰
交
差
点
、
弘
法
寺

前
交
差
点
、
警
察
署
前
交
差
点
、
御
許
町

交
差
点
）
か
ら
30
ｍ
以
内
の
地
域

◎
禁
止
地
域
の
例
外

　

禁
止
地
域
で
あ
っ
て
も
次
の
よ
う
な
場

合
は
一
般
広
告
物
を
設
置
で
き
ま
す
。

①
指
定
道
路
や
指
定
鉄
道
沿
線
で
道
路
等

に
沿
っ
て
家
屋
や
店
舗
な
ど
が
10
戸
以
上

連
続
し
て
建
っ
て
い
る
区
間
で
の
一
般
広

告
物
の
設
置

②
禁
止
地
域
に
あ
る
店
舗
等
、
ま
た
は
主

要
道
路
に
面
し
て
い
な
い
店
舗
等
へ
の
案

内
誘
導
を
目
的
に
表
示
す
る
一
般
広
告
物

の
、
一
部
の
禁
止
地
域
で
の
設
置
（
通
常

の
一
般
広
告
物
と
は
別
に
設
置
基
準
が
あ

り
ま
す
）

◎
禁
止
地
域
に
お
け
る
自
家
用
広
告
物

　

禁
止
地
域
で
は
、
自
家
用
広
告
物
（
自

己
の
店
舗
や
事
務
所
等
ま
た
は
そ
の
敷
地

内
に
表
示
す
る
広
告
物
）
は
許
可
基
準
に

適
合
し
、
市
長
の
許
可
を
受
け
れ
ば
設
置

で
き
ま
す
。

■
設
置
基
準

　

地
域
の
特
性
に
応
じ
て
建
植
、
壁
面
、

突
出
広
告
物
等
に
区
分
し
て
、
高
さ
、
面

積
、
色
彩
等
に
つ
い
て
基
準
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

個
別
の
設
置
基
準
な
ど
詳
し
く
は
都
市

計
画
課
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

「
屋
外
広
告
物
の
手
引
き
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

屋外広告物条例

　

市
で
は
、
市
内
全
域
を
禁
止
地
域
ま
た

は
許
可
地
域
に
指
定
し
て
、
屋
外
広
告
物

行
政
を
進
め
て
い
ま
す
。

◎
禁
止
地
域
と
は

　

一
般
広
告
物
（
自
己
の
店
舗
や
事
務
所

等
が
無
い
場
所
に
表
示
す
る
広
告
物
）
の

設
置
を
禁
止
し
て
い
る
地
域
で
す
。

■
禁
止
地
域
の
種
類

　

地
域
の
特
性
に
よ
り
第
１
種
か
ら
第
５

種
ま
で
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

◎
第
４
種
禁
止
地
域
に
規
定
す
る
指
定
道

路
、
指
定
鉄
道
、
指
定
交
差
点

①
指
定
道
路　

国
道
１
９
１
号
・
２
６
２

号
・
３
１
５
号
・
４
９
０
号
、県
道
11
号（
萩

篠
生
線
）・
13
号（
萩
津
和
野
線
）・
32
号（
萩

秋
芳
線
）
の
う
ち
指
定
さ
れ
た
区
間
（
萩

地
域
の
市
街
地
を
除
く
区
間
）
と
そ
の
両

側
１
０
０
ｍ
以
内
の
地
域

②
指
定
鉄
道　

山
陰
本
線
の
市
域
内
の
区

間
と
そ
の
両
側
１
０
０
ｍ
以
内
の
地
域

③
指
定
交
差
点　

国
道
１
９
１
号
の
主
要

地域区分 該当地区・区域
第 1 種

禁止地域
伝統的建造物群保存地区、
文化財の敷地など

第 2 種
禁止地域

歴史的景観保存地区、
中央公園など

第 3 種
禁止地域

大屋土原線及び
土原新川線沿線地区

第 4 種
禁止地域

景観形成地区、指定道路、
指定鉄道、指定交差点など

第 5 種
禁止地域

第１種・第２種低層住居専
用地域

■問い合わせ
都市計画課（２５・３６４７）

　

糖
尿
病
患
者
数
は
全
国
的
に
み
る
と

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
は

「
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
、
は
じ
め
の
う
ち
は
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
気
づ
か
な
い
う
ち
に
進
行
し
、
合
併

症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
三
大
合
併
症
は
、神
経
障
害
・

網
膜
症
・
腎
症
で
す
。
合
併
症
の
中
で
最

も
早
く
出
て
く
る
の
は
神
経
障
害
で
、
ケ

ガ
な
ど
の
痛
み
に
気
づ
か
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
網
膜
症
は
、
白
内
障
や
失
明
の

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
腎
症
は
現
在
、

人
工
透
析
に
な
る
原
因
の
第
１
位
に
な
っ

て
い
ま
す
。
糖
尿
病
を
治
療
せ
ず
放
っ
て

お
く
と
10
～
15
年
後
に
は
こ
れ
ら
の
合
併

症
が
出
て
く
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

糖
尿
病
を
予
防
し
、
悪
化
を
防
ぐ
た
め

に
、
ま
ず
は
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
が

大
切
で
す
。

◎
糖
尿
病
に
か
か
り
や
す
い
か
ど
う
か
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う

□
太
っ
て
い
る　

□
食
べ
過
ぎ　

□
お
酒

を
た
く
さ
ん
飲
む　

□
お
や
つ
を
必
ず
食

べ
る　

□
脂
っ
こ
い
も
の
が
好
き　

□
甘

い
も
の
が
好
き　

□
夕
食
が
遅
く　

極
端

に
多
く
食
べ
る　

□
食
事
時
間
が
不
規
則

□
家
族
や
親
戚
に
糖
尿
病
の
人
が
い
る　

□
野
菜
や
海
草
類
を
あ
ま
り
食
べ
な
い　

□
朝
食
は
食
べ
な
い　

□
ド
リ
ン
ク
剤
を

よ
く
飲
む　

□
運
動
不
足
で
あ
る

□
ゆ
っ
く
り
休
め
な
い　

□
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
っ
て
い
る　

□
40
歳
以
上
で
あ
る　

□
妊
娠
中
に
血
糖
値
が
高
い
と
言
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る　
（
厚
生
労
働
省
「
糖
尿
病

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
よ
う
こ
そ
」
よ
り
）

　

一
つ
で
も
当
て
は
ま
れ
ば
生
活
を
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
糖
尿
病
は
、
加
齢
に

伴
う
増
加
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
生
活

習
慣
病
と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
病
気
で

す
。

■
期
間　

12
月
末
ま
で

■
検
査
内
容　

血
圧
、
検
尿
、
身
体
測
定
、

診
察
、
血
液
検
査
（
脂
質
、
糖
質
、
肝
機

能
な
ど
）

■
対
象
者　

40
歳
～
74
歳
の
萩
市
民
で
、

国
保
被
保
険
者

■
料
金　

１
０
０
０
円

■
受
診
方
法　

個
別
医
療
機
関
で
予
約
制

■
持
参
物　

特
定
健
康
診
査
受
診
券
（
び

わ
色
）、
保
険
証
、
質
問
票

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
保
険
給
付
係
（
２
５
・
３
１
４
７
）

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

国
民
健
康
保
険

シ
リ
ー
ズ
⑩
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12
月
１
日
に
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
、
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主

任
児
童
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
平
成
28
年

11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
、
担
当
地
区
の
皆

さ
ん
の
日
常
生
活
や
福
祉
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】

　

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
や
母
子
・
寡
婦
・

父
子
・
高
齢
者
・
障
が
い（
児
）者
・
児
童
の

こ
と
な
ど
、
行
政
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、

社
会
福
祉
全
般
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

【
主
任
児
童
委
員
】

　

子
ど
も
の
健
全
育
成
の
お
手
伝
い
役
と
し

て
、児
童
問
題
を
専
門
的
に
取
り
扱
い
ま
す
。

※
空
欄
の
地
区
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
一
斉

改
選
で
後
任
者
が
決
ま
ら
ず
、
現
在
調
整
中

で
す
。
決
定
ま
で
は
、
隣
接
行
政
区
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部
門

担当地区 氏　名 行政区（住所） 電　話

川
　
　
　
　
　
南

川島 1 区 田中 和子 川島１区の 1 22・9733
川島 2 区 中村 由美 川島 2 区の 2 26・3603
川島 3 区 杉 ひろ子 川島 3 区の 2 25・3215
土原 1 区の 1 田村 久美子 土原 1 区の 1 22・6512
土原 1 区の 2 田中 友子 土原 1 区の 2 25・7055
土原 1 区の 3 野稲 照子 土原 1 区の 3 26・1230
土原 2 区 柴田 加代子 土原 2 区の 1 22・7473
土原 3 区の 1･2 小野 晋 土原 3 区の 1 22・2538
土原 3 区の 3･4･5 福田 眞澄 土原 3 区の 4 26・2458
橋本 ･ 御許 ･ 唐樋町 出羽 惠子 御許町の３ 22・7479
江向 1 区の 1･2 野村 淳子 江向 1 区の 2 22・5415
江向 1 区の 3･4･5 内田 純子 江向 1 区の 4 22・8921
江向 2 区 松林 瑛子 江向 2 区の 1 22・3398
江向 3 区 山本 美 江向 3 区の 1 25・2760
江向 4 区 平野 玲子 江向 4 区の 2 22・6484
河添の 1 小田 惠美子 河添の 1 22・3495
河添の 2 伊藤 喬 河添の 2 25・1976
平安古東区の 1･2 後藤 洋子 平安古東区の 1 25・2510
平安古東区の 3･4 寺川 育乃 平安古東区の 3 26・6941
平安古西区の 2 惠美 猛 平安古西区の 2 22・5392
平安古西区の 1･3 河村 章 平安古西区の 1 22・4552
主任児童委員 坪井 隆範 平安古東区の 3 22・4073
主任児童委員

川
　
　
北

堀内 1 区の 1･2 吉田 恭一 堀内 1 区の 1 22・3003
堀内 1 区の 3 河内 好子 堀内 1 区の 3 22・8215
堀内 2 区の 1･2 長尾 千惠 堀内 2 区の 2 22・1024
堀内 2 区の 3･4 坂本 基 堀内 2 区の 4 25・1993
城東南 ･ 中区 鍵村 京子 城東南区の 2 22・5953
城東北区 金子 麻子 城東北区の 2 25・8453

担当地区 氏　名 行政区（住所） 電　話

川
　
　
　
　
　
北

樽屋町 ･ 今魚店町 中原 正男 樽屋町 22・2039
北古萩 1･2 区 古屋 文康 北古萩 1 区の 3 22・2580
塩屋・細工・恵美須町 三戸 信代 恵美須町の 1 25・1116
東田町東 ･ 西区 髙木 洋子 東田町東区の 1 22・0930
西田町 ･ 瓦町 最上 七重 西田町の 2 22・4196
上五間町 ･ 下五間町
吉田町 ･ 古萩町 三好 文子 古萩町の 2 22・1569
今古萩町 山根 千鶴子 今古萩町の 2 25・1199
熊谷 ･ 米屋 ･ 津守町 阿武 政子 熊谷町の 1 22・2739
浜崎新町 1･2･3 区 大嶋 栄 浜崎新町の 1 区 22・0635
浜崎 1･2 区 梶原 誠子 浜崎 2 区の 1 25・1329
浜崎 3･4 区 吹上 友美 浜崎 4 区の 1 26・0351
東浜崎 1 区
東浜崎 2 区 伊藤 久雄 東浜崎 2 区の 1 22・1226
相島 ･ 櫃島 坂倉 政之 相島中 25・8686
主任児童委員 三上 智奈美 熊谷町の 2 24・2438
主任児童委員 藤 佳奈代 東田町東区の 2 26・0006

椿
　
　
　
　
　
東

目代 ･ 中津江の 1 奈良 省三 中津江の 1 25・5875
中津江の 2
上野の 1 佐伯 泰司 上野の 1 22・6252
上野の 2 鈴木 積 上野の 2 25・7548
椎原 野山 嘉孝 椎原の 2 22・5486
中の倉 片山 隆根 中の倉の 2 22・2613
長山 筒井 順督 長山 22・7605
松本市 溝部 京子 松本市の 2 22・1301
船津 藤田 春元 船津の 1 25・4537
無田ヶ原の 1 中原 カズ子 無田ヶ原の 1 22・5295
無田ヶ原の 2 藤原 信治 無田ヶ原の 2 25・9073
無田ヶ原の 3 山本 凱子 無田ヶ原の 3 22・0458
無田ヶ原口の 1･2 大谷 和枝 無田ヶ原口の 1 26・2720
新川東 ･ 西 前田 美智子 新川東の 2 22・2386
新川南 木村 健 新川南の 1 22・0808
香川津 村木 美智代 香川津の 2 25・9023
鶴江 1 区 ･2 区
前小畑 1 区 兼田 英生 前小畑 1 区 25・6120
前小畑 2 区 松野 勝 前小畑 2 区の 3 22・8642
中小畑 松浦 清美 中小畑の 4 25・2472
後小畑の 1 小野村 壽美夫 後小畑の 1 25・0389
後小畑の 2 石野 智子 後小畑の 2 25・0486
後小畑の 3 椙本 博昭 後小畑の 3 25・5831
越ヶ浜 1･2 区 葊田 美智子 越ヶ浜 2 区の 2 25・0905
越ヶ浜 3･4 区 柳本 登美子 越ヶ浜 3 区 25・0052
越ヶ浜 5･6 区 秋田 華子 越ヶ浜 6 区の 2 25・0278
主任児童委員 末武 晃 越ヶ浜 4 区の 3 25・8340
主任児童委員 伊藤 京子 新川西の 2 26・0738

椿

霧口 ･ 沖原 水津 トミエ 沖原 22・5622
大屋 ･ 笠屋 ･ 河内 毎田 孝則 大屋の 1 22・3071
椿 中山 ツネ子 椿 22・6902
濁淵
金谷の 1 阿武 麻美子 金谷の 1 22・5748
金谷の 2 田邉 勝子 金谷の 2 22・4559
椿町の 2･3 藤田 雅子 椿町の 2 22・0651
雑式町 宮本 俊雄 雑式町 22・9909
青海 金子 征乃 青海 25・1026
主任児童委員 三浦 節子 雑式町 22・4038
主任児童委員 前原 久美子 金谷の 1 22・7161

山
　
　
　
　
田

東木間 堀 忠行 東木間 27・0828
西木間 ･ 北木間 阿嶋 忠治 北木間 27・0927
山田 1 区 ･2 区 野村 謙次 山田 1 区 25・4055
玉江 1 区 岡 嘉明 玉江 1 区の 2 22・2771
玉江 2 区 兼重 浩美 玉江２区の 2 25・8037
玉江 3 区 藤村 弘延 玉江 3 区 25・1958
玉江浦 1 区の 1･2 角屋 喜代枝 玉江浦 1 区の 1 22・3711
玉江浦 1 区の 3 村谷 充生 玉江浦 1 区の 3 25・9488
玉江浦 2 区 田中 美佐子 玉江 2 区の 3 22・3206
倉江 ･ 小原 水津 清美 倉江の 1 22・7863
主任児童委員 福田 郁代 玉江浦1区の2 22・5693
主任児童委員 宮本 直治 玉江1区の1 26・3107
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担当地区 氏　名 行政区（住所） 電　話

三
　
　
見

畦田･石丸･蔵本 奥富 輝之 畦田 27・0065
市･吉広 松尾 泰之 市 27・0369
中山･手水川･床並 脇山 孝男 床並 27・0482
駅通り･河内 三村 修身 河内 27・0121
浦1･2･3区 中村 喜代美 浦2区 27・0263
浦4･5区 三浦 康代 浦5区 27・0341
明石･飯井 河村 正男 飯井 27・0872
主任児童委員 野村 典子 手水川 27・0182
主任児童委員 吉津 理恵 三見駅通 27・0205

大
　
　
井

七重･市場 松原 正浩 市場 28・0331
庄屋･円光寺･門前 田中 伸和 円光寺 28・1422
土井･馬場 伊藤 弘子 馬場上 28・0121
港上･港浜 古谷 美枝 港浜の2 28・0645
港中･港下 吉村 礼子 港中 28・1164
浦上･浦中･浦下 松浦 啓子 浦下 28・0716
後地･貞平 藤田 克弘 貞平 28・0055
本郷･羽賀･坂本 渡邉 幸惠 坂本 28・1340
主任児童委員 久保田 康恵 後地 28・0723
主任児童委員 片山 加代子 馬場下 28・0155

大
　
島

赤穂瀬先･赤穂瀬前 刀禰 哲夫 赤穂瀬先 28・1158
浜･沖手･西･東･猪之坂 國光 伸征 寺山 28・0685
寺山･登･常村 國光 夕也子 常村 28・0798
主任児童委員 吉村 彌生 東 28・0681
主任児童委員 竹中 佳恵 赤穂瀬先 28・1108

見
　
島

見島1･2･3区 山谷 定義 見島3区 23・2056
見島4･5･6区 赤崎 佳久 見島4区 23・2104
見島7･8･9区 西山 茂男 見島7区 23・3431
見島10･11･12区 瀧山 恭祐 見島11区 23・3240
主任児童委員 中家 菊江 見島3区 23・2246
主任児童委員 北國 浩子 見島11区 23・2233

川
　
　
上

佐古･山田･白上 柴田 由美子 白上 54・2519
立野･椿瀬･横坂 岩本 憲子 立野 54・2706
長谷･灰福・相原 神崎 昭宏 三徳 54・2113
筏場･遠谷･堂河内 阿武 多惠子 遠谷 54・2025
共栄 厚東 紘美 共栄 54・2358
笹尾･杣木谷 阿武 賢治 笹尾 54・2728
江舟･野戸呂 下岡 スヅ子 江舟 54・2953
主任児童委員 金子 真紀江 白上 54・2767
主任児童委員 烏田 直美 横坂 54・2303

田
　
万
　
川
　
　
　
　
　
　
　
　

小川1区･5･12･25区
小川2･3･4区 児玉 早奈江 小川4区 4・0467
小川6･7･8区
小川9･10･11区
小川13･14･15区
小川16･17･18区 隅野 由美 小川16区 4・0063
小川19･20･21区 井上 一男 小川21区 4・0256
小川22･23･24区 須郷 衣江 小川22区 4・0445
上組・丸山・中組・大久
保・八幡
松崎・稗田・市味・湊 藤井 友絵 松崎 2・0725
下郷・わらび台・大沢
瀬尻・須佐地・江崎平
原・上本郷 板井川 健 須佐地 2・0765

下本郷・要一・要二・上本
町
土居・弁天 塩谷 人 弁天 2・0769
本町・上中町・下中町・戎一 増山 ひとみ 下中町 2・0323
戎二・江津・尾浦
主任児童委員（江崎） 新川 眞澄 湊 2・0739
主任児童委員（小川）

む
　
つ
　
み

尾の坂・湯の口・三戸
原・広瀬下 中尾 里子 三戸原 6・0320

佐波木・宇立・市上・市下 平島 正和 市下 6・0923
鈴倉・野田・大光寺・朝鳥 金田 富子 大光寺 6・0656
岡田・江良・菅谷・毛木
山・千石台 岩本 みよ子 岡田 6・0966

毛木・吉部殿川・平ヶ
重・天坪・深谷・二反田 増原 建夫 吉部殿川 6・0945

担当地区 氏　名 行政区（住所） 電　話

む
つ
み
　
　
　
　
　
　
　
　

麻生・鍛冶屋・吉部長
尾・柳・鱒谷 岡村 正 鍛冶屋 6・0446

広瀬上・志和田 中村 隆次 志和田 6・0327
中郷・上市・安附 佐々木 智惠子 高佐上市 8・0006
宮廻・下領・伏馬 上山 明 宮廻 8・0347
花見・影畑 藤井 美枝 影畑 8・0600
後井・高佐横坂・羽月 吉岡 憲弘 高佐横坂 8・0701
辻山・岸高・中央・領家 大田 術夫 辻山 8・0638
御舟子・小国・中橋・金
谷・札の奥 大谷 洋二 御舟子 8・0737

主任児童委員（高俣） 堀田 幸子 下領 8・0210
主任児童委員（吉部） 佐伯 博 佐波木 6・0609

須
　
　
　
　
佐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松原･本町･青葉台 伊藤 和子 青葉台 6・3626
山根丁東･山根丁西
河原丁･横屋丁･中津
浦西 佐々木 寛 浦西 6・2557
浦中･浦東 一木 清久 浦東 6・3756
水海･入江 五十嵐 かず子 水海 6・2011
まてかた･押谷･金井
中畑･上三原･堀田 伊藤 正久 中畑 6・2679
帆柱･下三原上･下三
原下
野頭･北谷 谷本 隆良 北谷 6・3757
高山･前地･沖浦･浦
西・入江の一部 福田 末乃 入江 6・2729

弥富1･2区 森下 ヱミ子 弥富2区 8・2653
弥富3･4区 村木 順嗣 弥富4区 8・2616
弥富5･6区 宇野 健治 弥富5区 8・2234
弥富7･9区 清水 良雄 弥富9区 8・2027
弥富8･10区 栗山 純子 弥富10区 8・2251
弥富11･12･13区
主任児童委員（弥富）
主任児童委員（須佐） 緒方 恵美子 入江 6・2710

旭

釿切･古戦場･同前･小野
山･菅蓋･すもうば団地･
サンウッドビレッジ

阿部 壽男 古戦場 55・0309

矢代･上横瀬･下横瀬･
角力場 村田 幸重 角力場 55・0636

牛地･中央団地･沖ノ
原団地・見定下切・惣
田･笛吹

筒口 恭子 牛地 55・0130

明木上市･下市･蔵屋･原 岡村 健哉 蔵屋 55・0411
長瀬･舞谷･大下 藤本 勝利 大下 56・0556
佐々並市･成川 青水 喜代美 佐々並市 56・0163
高津･長小野･深瀬･黒ヶ谷 杉山 康子 長小野 56・0621
久年・パークタウン 木村 計司 久年 56・0018
主任児童委員（明木） 齊藤 操 下横瀬 55・0724
主任児童委員（佐々並) 中村 美智子 久年 56・0318

福
　
　
　
　
　
栄

文捨･山崎･堂ヶ迫･入屋 矢次 君江 山崎 52・0509
鶴ヶ谷･平蕨･平蕨台･
麦谷･半田 齋藤 恵史 平蕨台 52・0428

蕪根･高坂･生野･桜 鈴木 孝彦 生野 52・0773
鎌浦･榎屋･別所･東宗 藤原 博行 鎌浦 52・0008
西宗･押原 田辺 宏 西宗 52・0188
扇町･仁保谷･上莚野･
下莚野 阿武 均 下莚野 52・0667

金峯･黒川･吉田 伊藤 憲彦 吉田 52・0607
堀越･栗原 原 良圭 栗原 53・0745
紫福市･小西見･小野
田･田中 中村 昭寛 小西見 53・0758

奥畑･中山･畑 岡 孝枝 畑 53・0950
紫福平原･横貝･京場 上村 康子 京場 53・0427
壇今木･永田沖･永井 岡 玲子 永井 53・0509
紫福殿川･紫福長尾･
杉原･堂ヶ市･紫福山
田･向山

服部 純基 紫福殿川 53・0935

主任児童委員（紫福） 白神 敦子 紫福市 53・0753
主任児童委員（福川） 阿武 敏夫 入屋 52・0553

（
市
外
局
番 

０
８
３
８
７
）

（
市
外
局
番 

０
８
３
８
８
）

（
市
外
局
番 

０
８
３
８
７
）
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皆
さ
ん
は
「
病
気
の
こ
と
は
、
病
院
や

診
療
所
に
ま
か
せ
て
お
け
ば
大
丈
夫
」
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
医
療
者
と
し
て
は

「
私
に
ま
か
せ
て
く
だ
さ
い
！
」
と
い
い

た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
実
は
そ
う
で
は
な

い
ん
で
す
。
皆
さ
ん
に
日
頃
か
ら
気
を
付

け
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◎
が
ん
検
診
を
受
け
て
る
？

　

が
ん
検
診
を
受
け
て
い
ま
す
か
。「
病

院
に
通
っ
て
、
血
液
検
査
を
し
て
い
る
か

ら
大
丈
夫
」と
思
い
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

実
は
、
血
液
検
査
で
見
つ
か
る
が
ん
は
、

そ
う
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
肺

が
ん
な
ら
ば
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
や
胸
部
Ｃ

Ｔ
検
査
、
胃
が
ん
な
ら
ば
バ
リ
ウ
ム
検
査

や
胃
カ
メ
ラ
、
大
腸
が
ん
な
ら
便
潜
血
検

査
や
大
腸
カ
メ
ラ
で
な
い
と
発
見
で
き
ま

せ
ん
。

　

血
圧
の
薬
を
飲
み
、
塩
分
を
控
え
、
定

期
的
に
運
動
を
し
て
健
康
に
気
を
つ
か
っ

て
い
る
け
ど
、
が
ん
検
診
は
受
け
て
い
な

い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
高
血
圧
が
原
因
と

な
り
う
る
脳
卒
中
や
心
臓
病
は
予
防
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
が
ん
は
防
げ
ま

せ
ん
。
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。
早
期

に
見
つ
け
、
治
療
で
き
る
よ
う
に
、
が
ん

検
診
を
受
け
て
、
自
分
の
身
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

◎
お
薬
手
帳
を
持
っ
て
る
？

　

い
つ
も
飲
ん
で
い
る
薬
の
名
前
が
い
え

ま
す
か
。
薬
の
名
前
は
、
聞
き
慣
れ
な
い

カ
タ
カ
ナ
で
長
い
名
前
が
多
い
で
す
ね
。

薬
の
名
前
や
量
を
覚
え
る
こ
と
は
難
し
い

で
す
。

　

そ
こ
で
、
お
薬
手
帳
を
持
っ
て
病
院
や

診
療
所
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
内
科
、外
科
、

整
形
外
科
、
眼
科
、
皮
膚
科
、
歯
科
な
ど
、

ど
こ
で
も
。

　

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
、
同
じ
薬
や

同
じ
作
用
の
薬
が
二
重
に
出
さ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
。
痛
み
止

め
や
胃
薬
が
多
い
で
す
。

　

薬
の
飲
み
合
わ
せ
や
飲
み
過
ぎ
で
、
効

果
が
出
に
く
か
っ
た
り
、
副
作
用
が
出
や

す
か
っ
た
り
し
ま
す
。
お
薬
手
帳
を
持
っ

て
い
く
こ
と
は
、
正
し
く
安
全
に
薬
を
使

用
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
風
邪
が
は
や
っ
た
ら
？

　
「
明
日
か
ら
旅
行
だ
か
ら
、
風
邪
が
治

る
薬
を
く
だ
さ
い
」
と
い
う
方
が
よ
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

風
邪
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
原

因
で
す
。
風
邪
薬
は
、
せ
き
・
の
ど
の
痛

み
・
鼻
水
な
ど
の
症
状
を
や
わ
ら
げ
る
効

果
は
あ
り
ま
す
が
、
ウ
イ
ル
ス
を
や
っ
つ

け
る
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
風
邪
の
特
効

薬
は
な
い
の
で
す
。

　

で
は
、
ど
う
や
っ
て
治
す
の
か
。
そ
れ

は
、
自
分
の
体
の
免
疫
で
す
。
体
調
が
す

99

萩
市
国
民
健
康
保
険 

福
川
診
療
所　

０
８
３
８
・
５
２
・
０
０
２
７

福川診療所

所長 医師：金子 奈
な つ え

津江

ぐ
れ
な
い
と
き
は
、
無
理
を
す
る
の
で
は

な
く
、
早
め
に
体
を
休
め
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。特
効
薬
が
な
い
の
で
す
か
ら
、

予
防
も
大
切
で
す
。
手
洗
い
や
マ
ス
ク
が

効
果
的
で
す
。

　

予
防
し
た
り
、
体
を
休
め
た
り
し
て
あ

げ
ら
れ
る
の
も
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い

こ
と
で
す
。
自
分
で
な
い
と
で
き
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
自
分
の

身
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
ね
。
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萩
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

４
月
30
日
の
任
期
満
了
に
伴
い

行
わ
れ
る
萩
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
（
４
月
20
日
告
示
、27
日
投
票
）

の
立
候
補
予
定
者
に
対
す
る
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

２
月
４
日
（
火
）
午
後

２
時
～
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
出
席
者　

一
候
補
者
に
つ
き
３

人
以
内

■
持
参
品　

印
鑑

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会

（
２
５
・
２
９
１
２
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
の
状

況
で
、「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
」
の
登
載
を
行
い
ま
す
。

該
当
の
方
に
は
12
月
18
日
に
申
請

書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

①
萩
市
農
業
委
員
会（
萩
市
全
域
）

の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
平
成
６
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

③
農
地
の
耕
作
面
積
が
10
ア
ー
ル

以
上
で
、
耕
作
を
営
む
方
お
よ
び

同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者

で
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕
作

の
業
務
に
従
事
す
る
方

し
ょ
う
。
熱
湯
な
ど
を
急
に
か
け

る
と
、
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
が
破

裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
破
裂
し
た
場
合

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
バ

ル
ブ
を
右
に
ま
わ
し
て
水
を
止
め

る
か
、
破
裂
部
分
に
布
な
ど
を
巻

き
、
針
金
や
ヒ
モ
で
固
定
し
て
く

だ
さ
い
。

　

応
急
処
置
を
済
ま
せ
た
ら
、
水

道
工
務
課
、
各
総
合
事
務
所
産
業

振
興
部
門
ま
た
は
市
指
定
の
給
水

装
置
工
事
事
業
者
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
２
３
９
８
）

お
詫
び
と
訂
正

　

市
報
12
月
１
日
号
（
６
ペ
ー

ジ
）、
県
知
事
表
彰
の
阿
武
正ま
さ
の
り勲

さ
ん
の
住
所
、
年
齢
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
の
上
、

訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）椿
東
、69
歳　

→（
正
）土
原
、

75
歳

　
　

◆
登
録
は
３
か
月
間
。
登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望

者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合
や
登
録

を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
節
分
小
物
を
つ
く
ろ
う
講
座

■
と
き
１
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
３
時

■
内
容  

古
布
を
使
っ
た
節
分
小
物

作
り

■
定
員  

20
人
程
度

■
参
加
料　

１
０
０
円（
材
料
費
別
）

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

２
木
曜
日

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

冷
蔵
庫
（
一
人
用
）、
手
押
し
車
、

女
性
用
喪
服
13
号
、
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
２
台
、
電
気
毛
布
、
ふ
ぐ
は
え

縄
か
ご
針
糸
付
、
学
習
机
、
ス
チ
ー

ル
机
、
２
人
掛
ソ
フ
ァ
ー
、
洋
服
タ

ン
ス
、座
布
団
、額
縁
、ホ
ッ
ト
カ
ー

ペ
ッ
ト
カ
バ
ー

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

冷
風
機
、
自
転
車
（
６
歳
ま
で
の
補

助
輪
付
、
高
校
生
用
）、
英
会
話
教

材
の
Ｃ
Ｄ
、
着
物
、
明
倫
小
学
校
男

児
制
服（
１
３
０
㎝
以
上
）、洗
濯
機
、

エ
レ
ク
ト
ー
ン

■
記
入
方
法　

現
況
が
印
刷
さ
れ

て
い
る
申
請
書
に
、
資
格
が
な
く

な
っ
た
方
は
抹
消
し
、
新
た
に
資

格
を
有
し
た
方
は
追
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
申
請
方
法　

平
成
26
年
１
月
10

日
ま
で
に
、
申
請
書
を
農
業
委
員

会
に
提
出

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
（
２
５
・
３
４
０
５
）

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

　

気
温
が
氷
点
下
４
℃
以
下
に
な

る
と
、
防
寒
の
不
十
分
な
水
道
管

は
水
が
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

凍
結
に
よ
り
給
水
装
置
が
破
損

し
た
場
合
に
か
か
る
費
用
は
、
所

有
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
防
寒
の
方
法

①
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
水
道
管
に
は
、
保
温
材
や
毛

布
、
布
な
ど
を
巻
き
、
さ
ら
に
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
く
と
効
果
的

で
す
。

②
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
、
毛
布

や
布
き
れ
な
ど
を
入
れ
、
ま
わ
り

を
段
ボ
ー
ル
な
ど
で
保
温
し
て
く

だ
さ
い
。

■
凍
結
し
た
場
合

　

自
然
に
溶
け
る
の
を
待
ち
ま
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萩
・
幕
末
維
新
検
定

公
式
テ
キ
ス
ト
販
売
中

　

明
治
維
新
１
５
０
年
記
念
事
業

と
し
て
、
平
成
26
年
２
月
23
日
に

開
催
す
る
「
萩
・
幕
末
維
新
検
定
」

の
公
式
テ
キ
ス
ト
（
問
題
集
）
を

販
売
中
で
す
。
受
検
申
し
込
み
は

平
成
26
年
１
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

問
題
集
の
問
題（
３
４
３
問
）や

解
説
の
中
か
ら
１
０
０
問
（
択
一
式

50
問
、記
述
式
50
問
）出
題
し
ま
す
。

■
定
価　

１
５
０
０
円
（
税
込
）

■
販
売
所　

萩
博
物
館
、
市
内
書

店
な
ど
（
電
話
で
の
注
文
・
配
送

可
）問

い
合
わ
せ

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課

（
２
５
・
３
２
９
０
）

使
用
済
み
小
型
家
電
の
リ

サ
イ
ク
ル

　

市
で
は
、
11
月
15
日
か
ら
小
型

家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
始

め
、市
民
の
皆
さ
ん
が
出
し
た「
燃

や
せ
な
い
ご
み
」
や
「
大
型
ご
み
」

の
中
か
ら
、
小
型
家
電
を
回
収
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
は
回
収
で
き
な

か
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を
「
燃
や
せ
な

い
ご
み
」
と
し
て
出
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

　

萩
第
二
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
、
各
総
合
事
務
所
に
、
無
料

の
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
ま
ま

投
入
口
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
投
入
口
（
幅
40
㎝
×

縦
20
㎝
）に
入
ら
な
い
場
合
は「
燃

や
せ
な
い
ご
み
」、「
大
型
ご
み
」

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
デ
ー
タ
は
消

去
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、

冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機

は
、
従
来
ど
お
り
市
で
は
回
収
し

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
）

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象

に
、
毎
年
12
月
31
日
現
在
で
工
業

統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

12
月
下
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が

対
象
事
業
所
に
調
査
票
を
持
っ
て

伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は

統
計
法
に
基
づ
き
統
計
以
外
の
目

的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
６
９
０
）

山
口
県
特
定（
産
業
別
）最

低
賃
金
の
改
正

　

12
月
15
日
か
ら
、
山
口
県
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
（
１
時
間
）

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
鉄
鋼
業
、
非
鉄
金
属
製
錬
･
精

製
業
、
非
鉄
金
属
･
同
合
金
圧
延

業
、
非
鉄
金
属
素
形
材
製
造
業
＝

８
３
３
円

○
電
子
部
品
･
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通

信
機
械
器
具
製
造
業
＝
７
６
０
円

○
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
＝

８
０
６
円

○
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー
＝

７
１
０
円
（
改
正
な
し
）

問
い
合
わ
せ

萩
労
働
基
準
監
督
署

（
２
２
・
０
７
５
０
）

萩
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
復
興
特
別
所
得
税
の
創
設

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の

た
め
の
「
復
興
特
別
所
得
税
」
の

創
設
に
よ
り
、
平
成
25
年
か
ら
49

年
ま
で
の
各
年
分
の
確
定
申
告
に

つ
い
て
は
、
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
を
併
せ
て
申
告
・
納

付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
給
与
所
得
の
方
は
、
平

成
25
年
1
月
1
日
か
ら
49
年
12
月

31
日
ま
で
の
間
に
生
ず
る
給
与
等

か
ら
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所

得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
署
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
個
人
の
方
に

係
る
復
興
特
別
所
得
税
の
あ
ら
ま

し
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
税
務
職
員
を
装
っ
た
不
審
電
話

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

国
税
局
や
税
務
署
の
職
員
を
名

乗
る
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
や
年
金

受
給
調
査
と
称
し
て
、
個
人
情
報

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
事
例
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

萩
税
務
署
（
２
２
・
０
９
０
０
）

冬
休
み
は
子
ど
も
の

ま
ぁ
ー
る
バ
ス
運
賃
50
円

　

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
の

た
め
、
冬
休
み
期
間
中
、
小
学
生

以
下
の
小
児
を
対
象
に
ま
ぁ
ー
る

バ
ス
の
運
賃
を
１
乗
車
50
円
と
し

ま
す
。

　

な
お
、
期
間
中
は
、
防
長
交
通

バ
ス
で
も
小
学
生
以
下
を
対
象
に

１
乗
車
50
円
の
「
こ
ど
も
50
え
ん

バ
ス
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
公
共
交
通
機
関

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
実
施
期
間　

12
月
21
日
（
土
）

～
平
成
26
年
１
月
７
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ

商
工
課
（
２
５
・
３
１
０
８
）

防
長
交
通
萩
営
業
所

（
２
２
・
３
８
１
１
）

萩
夏
み
か
ん
セ
ン
タ
ー
研

修
生

　

市
で
は
、
柑
き
つ
栽
培
を
目
指

す
新
規
就
農
者
を
対
象
者
に
研
修

生
を
募
集
し
ま
す
。
萩
夏
み
か
ん

セ
ン
タ
ー
で
栽
培
研
修
を
行
い
、

柑
き
つ
農
家
と
し
て
自
立
で
き
る
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よ
う
支
援
し
ま
す
。
研
修
費
と
し

て
月
額
15
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

２
人
程
度

■
資
格　

柑
き
つ
栽
培
を
目
指
す

新
規
就
農
者
で
原
則
と
し
て
45
歳

未
満
の
方

■
研
修
期
間　

平
成
26
年
４
月
１

日
～
28
年
３
月
31
日
（
最
長
２
年

間
）

■
研
修
時
間　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
（
週
４
日
）

■
研
修
内
容　

柑
き
つ
栽
培
技
術

の
習
得

■
選
考
方
法　

面
接

申
し
込
み

平
成
26
年
１
月
17
日
ま
で
に
、
柑

き
つ
振
興
課
（
２
５
・
４
１
９
２
）

へ子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

■
と
き　

12
月
27
日
（
金
）
午
前

10
時
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

日
の
丸
保
育
園

■
内
容　

お
も
ち
つ
き

■
対
象
者　

２
歳
以
上
の
未
就
園

児
と
保
護
者

■
定
員　

30
組
（
先
着
順
）

■
持
参
品　

親
子
共
に
エ
プ
ロ
ン

と
三
角
巾

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
申
し
込
み

12
月
20
日
ま
で
に
、
日
の
丸
保
育

園
内
萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
４
４
８
８
）
へ

大
島
ま
る
ま
る
体
験
ツ

ア
ー

■
と
き　

平
成
26
年
１
月
19
日

（
日
）午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

■
集
合
場
所　

萩
商
港
定
期
船
乗

場
（
浜
崎
）
▽
午
前
11
時
発

■
内
容　

大
島
の
食
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
昼
食
会
、
大
島
特
産

の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
収
穫
体
験
、

ソ
バ
団
子
作
り
体
験
、
特
産
品
販

売■
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

中
学
生
以
上
２
０
０

０
円
、
小
学
生
１
０
０
０
円
（
別

途
船
賃
）

■
主
催　

大
島
元
気
な
ね
え
さ
ま

の
会申

し
込
み

１
月
15
日
ま
で
に
、
大
島
公
民
館

（
２
８
・
０
５
９
５
）
へ

ワ
ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
助

成
対
象
物
件

　

ワ
ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
委
員
会

は
、
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
観
光
客

や
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
信
託
金
に
よ
り
、
未
指
定
の
文

化
財
等
を
保
存
・
活
用
し
、
萩
に

し
か
な
い
宝
物
を
次
世
代
に
伝
え

て
い
く
た
め
、
市
内
５
カ
所
に
募

金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
助
成
対
象
と
な
る
物

件
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
物
件
の
原
則

①
本
物
で
あ
る
こ
と　

②
一
定
の

時
間
、
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の　

③
文
化
財
に
未
指
定
の
も
の　

④

民
間
所
有
の
も
の

■
応
募
方
法　

12
月
24
日
ま
で

に
、ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課
、

各
総
合
事
務
所
地
域
振
興
部
門
備

え
付
け
の
応
募
用
紙
（
萩
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
、
物

件
の
写
真
と
地
図
な
ど
参
考
資
料

を
添
付
し
提
出

■
こ
れ
ま
で
の
助
成
物
件

井
上
勝
ま
さ
る

旧
宅
門
、
猿さ
る
た田

彦ひ
こ
め
ん面

山だ

車し

、
平
安
古
備そ
な
え
ぐ
み組

道
具
類
、
御お

網あ
じ
ろ
ぐ
る
ま

代
車
、
長
州
砲
、
伊
藤
博
文
公

先
祖
の
墓
碑
、高
杉
晋
作
立
志
像
、

奇
兵
隊
隊
服

申
し
込
み

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課
内
ワ

ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
委
員
会
事
務

局
（
２
５
・
３
２
９
０
）

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　

人
形
を
ひ
と
コ
マ
ひ
と
コ
マ
撮

影
す
る〝
こ
ま
撮
り
〟の
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
映
画
の
上
映
会
で
す
。

■
と
き　

12
月
21
日
（
土
）
～
24

日
（
火
）
午
前
11
時
～
、
午
後
２

時
～
（
各
回
約
40
分
）

■
と
こ
ろ　

講
座
室

■
入
場
料　

無
料　

■
定
員　

各
回
90
人
（
先
着
順
）

※
当
日
午
前
９
時
か
ら
受
付
で
整

理
券
を
配
布
し
ま
す
。

◎
新
年
は
１
月
２
日
か
ら
開
館

先
着
で
絵
葉
書
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

１
月
２
日
（
木
）
～
５
日
（
日
）

の
来
館
者
、
各
日
先
着
50
人
に
美

術
館
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
葉
書
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◎
新
成
人
お
祝
い
企
画

　

成
人
式
を
迎
え
る
新
成
人
の
方

へ
お
祝
い
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

美
術
館
へ
無
料
招
待
し
ま
す
。

■
と
き　

平
成
26
年
１
月
２
日

（
木
）
～
５
日
（
日
）

■
対
象
者　

平
成
５
年
４
月
２
日

～
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方■
利
用
方
法　

年
齢
が
分
か
る
証

明
書
（
免
許
証
、
学
生
証
、
保
険

証
な
ど
）
を
受
付
に
提
示

平
成
26
年
１
月
２
日（
木
）

〜
２
月
２
日（
日
）

　

萩
焼
４
０
０
年
の
歴
史
を
有
す

る
山
口
県
の
文
化
資
源
で
あ
る
陶

芸
領
域
の
一
層
の
振
興
と
発
展
を

目
的
と
し
た
、
全
国
公
募
さ
れ
た

作
品
に
よ
る
第
３
回
目
の
選
抜
展

で
す
。

　

国
内
外
か
ら
応
募
さ
れ
た
作
品

の
う
ち
、
二
次
に
わ
た
る
厳
正
な

審
査
を
通
過
し
た
作
品
を
展
示
し

ま
す
。「
現
在
形
」
の
陶
芸
が
示

す
造
形
表
現
の
歴
史
性
や
先
端
性

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
５
０
０
円
、
70

歳
以
上
の
方
・
学
生（
19
歳
以
上
）

４
５
０
円
、18
歳
以
下
は
無
料

■
休
館
日　

月
曜
日（
12
月
23
日
、

１
月
13
日
は
開
館
）、
12
月
27
日

～
１
月
１
日

◎
こ
ま
撮
り
映
画
上
映
会
「
こ
ま

ね
こ
の
ク
リ
ス
マ
ス
」
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武
家
屋
敷
の
生
け
花
展
・

生
け
花
教
室

　

萩
観
光
ガ
イ
ド
協
会
で
は
、
渡

辺
蒿こ
う
ぞ
う蔵
旧
宅
で
正
月
用
の
生
け

花
展
と
生
け
花
教
室
を
行
い
ま

す
。

○
生
け
花
展

■
と
き　

12
月
25
日
（
水
）
～
平

成
26
年
１
月
８
日
（
水
）
午
前
９

時
～
午
後
５
時

○
生
け
花
体
験
教
室

■
と
き　

12
月
26
日
（
木
）
午
前

10
時
30
分
～
、
午
後
２
時
～
（
各

60
分
程
度
）

■
と
こ
ろ　

渡
辺
蒿
蔵
旧
宅
（
江

向
）

■
講
師　

池
坊
萩
支
部

■
定
員　

各
15
人

※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
参
加
料　

1
セ
ッ
ト
５
０
０
円

（
オ
ア
シ
ス
・
花
代
）

※
道
具
は
主
催
者
で
準
備
し
ま

す
。

■
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
観
光
ガ
イ
ド

協
会申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

12
月
24
日
ま
で
に
、ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
推
進
課
（
２
５
・
３
２
９

０
、Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
・
３
８
０
３
）へ

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

（
整
形
外
科
）

■
と
き　

平
成
26
年
１
月
14
日

（
火
）
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30

分■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
お
よ
び
適
合
判
定

■
対
象
者　

身
体
に
障
が
い
の
あ

る
方

■
相
談
員　

更
生
相
談
所
の
指
定

医　■
主
催　

山
口
県
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所

申
し
込
み

12
月
27
日
ま
で
に
、
高
齢
・
障

が
い
支
援
課
（
２
５
・
３
５
２
３
）

へ陸
上
長
距
離
記
録
会
（
兼

県
読
売
駅
伝
萩
市
予
選
会
）

■
と
き　

12
月
22
日
（
日
）
午
前

９
時
40
分
～
午
後
１
時　

■
と
こ
ろ　

萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
萩
ス
ポ
ー
ツ
広
場

■
種
目　

１
５
０
０
ｍ
、
３
０
０

０
ｍ
、
５
０
０
０
ｍ
（
各
種
目
と

も
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
）

■
参
加
資
格　

小
学
生
、中
学
生
、

高
校
生
、
大
学
生
、
一
般

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

萩
市
陸
上
競
技
協
会

申
し
込
み

12
月
16
日
ま
で
に
、
萩
高
等
学
校

（
２
２
・
０
０
７
６
）
堀
へ

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

年
末
お
魚
市

　

マ
ダ
イ
や
ブ
リ
、
ア
ワ
ビ
、
フ

グ
な
ど
年
末
年
始
用
の
魚
介
類
を

お
求
め
の
お
客
さ
ん
で
、
一
年
で

最
も
賑
わ
い
ま
す
。

■
と
き　

12
月
27
日
（
金
）
～
31

日
（
火
）
午
前
９
時
～
午
後
６
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
萩
し
ー

ま
ー
と
」

■
内
容　

年
末
年
始
用
の
生
鮮
魚

介
類
の
特
売
、
朝
獲
れ
鮮
魚
の
ト

ロ
箱
朝
市
、
特
産
い
り
こ
の
つ
か

み
ど
り
（
27
、
28
日
の
み
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」

（
２
４
・
４
９
３
７
）

特別展

12
月
21
日（
土
）〜
平
成
26
年
２
月
９
日（
日
）

生
誕
２
０
０
年
記
念

　

幕
末
期
に
抜
き
ん
出
た
才
能
を

持
ち
、
そ
の
才
能
を
見
事
に
開
花

さ
せ
た
刀
工
、
山
浦
清
麿
（
１
８

１
３
～
55
）
の
生
誕
２
０
０
年
を

記
念
し
た
特
別
展
で
す
。静
岡
県
、

長
野
県
、
萩
博
物
館
、
東
京
都
と

巡
回
し
、
西
日
本
で
は
、
当
館
の

み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
今
で
も
多
く
の

人
々
を
魅
了
し
て
止
ま
な
い
清
麿

の
名
刀
約
40
点
を
一
堂
に
展
示

し
、
波
乱
に
満
ち
た
清
麿
の
作
刀

人
生
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

清
麿
は
信
濃
国
小こ
も
ろ諸

藩
で
生
ま

れ
、
江
戸
に
出
て
作
刀
に
励
ん
で

い
ま
し
た
が
、
天
保
13
年
（
１
８

４
２
）
萩
藩
に
招
か
れ
、
２
年
間

ほ
ど
萩
城
下
に
居
住
し
作
刀
に
従

事
し
ま
し
た
。

　

再
び
江
戸
へ
の
ぼ
り
江
戸
四
谷

に
鍛
冶
場
を
構
え
た
清
麿
は
、
多

く
の
名
刀
を
鍛
刀
し
、
鎌
倉
時
代

の
名
工
「
正
宗
」
に
あ
や
か
っ
て
、

「
四
谷
正
宗
」
と
称
さ
れ
ま
し
た
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
会
期
中
無
休
（
年
末
年
始
も
開

館
し
ま
す
）。

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、高
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

※
展
示
図
録
を
萩
博
物
館
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
し
ま
す

（
２
０
０
０
円
）。

◎
特
別
公
開

毛
利
家
ゆ
か
り
の
国
指
定
重
要
文

化
財
の
刀
剣
を
特
別
公
開
し
ま

す
。
▽
12
月
28
日
（
土
）
～
、
常

設
展
示
室
（
歴
史
展
示
室
）

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

◆
紙
芝
居
の
お
休
み

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

民
話
語
り
部
班
が
、
毎
週
土
曜
日

午
後
１
時
30
分
か
ら
上
演
し
て
い

る
紙
芝
居
を
、
12
月
28
日
（
土
）、

平
成
26
年
１
月
４
日
（
土
）
は
お

休
み
し
ま
す
。
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つ
つ
じ
年
末
感
謝
セ
ー
ル

　

明
木
産
の
も
ち
米
で
作
っ
た
お

も
ち
が
、
実
演
販
売
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

12
月
28
日
（
土
）
午
前

９
時
～
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

旭
農
産
物
加
工
販
売

所
「
つ
つ
じ
」

■
内
容　

地
元
新
鮮
野
菜
・
正
月

用
花か

き卉
・
し
め
飾
り
の
販
売
、
も

ち
つ
き
実
演
販
売
、
し
し
鍋
の
販

売
主
催
・
問
い
合
わ
せ

旭
農
産
物
加
工
販
売
所「
つ
つ
じ
」

（
５
５
・
５
０
３
１
）

須
佐
特
産
　
暮
の
市

■
と
き　

12
月
28
日
（
土
）
午
前

９
時
～
10
時
30
分
（
商
品
が
な
く

な
り
次
第
終
了
）

■
と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
須
佐
駅
前
広
場

■
内
容　

赤
米
を
使
っ
た
正
月
飾

り
、も
ち
、野
菜
、弥
富
こ
ん
に
ゃ

く
、
そ
ば
な
ど
の
販
売

■
主
催　

暮
の
市
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

須
佐
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
９
）

映
画
「
東
京
シ
ャ
ッ
タ
ー

ガ
ー
ル
」
上
映

　

と
も
に
萩
市
出
身
で
「
萩
ふ
る

さ
と
大
使
」
の
漫
画
家
・
桐き
り
き木
憲

一
さ
ん
原
作
で
、
音
楽
家
・
山
本

和か
ず
と
も智
さ
ん
が
音
楽
を
担
当
し
た
映

画
を
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
で
上
映
し

ま
す
。

■
と
き　

平
成
26
年
１
月
４
日

（
土
）
～
１
月
13
日
（
月
・
祝
）

▽
上
映
時
間　

１
月
４
日
＝
午
後

６
時
30
分
～
、
５
日
＝
午
後
５
時

～
、
６
日
～
９
日
＝
午
後
７
時

～
、
10
日
～
12
日
＝
午
後
８
時
30

分
～
、
13
日
＝
午
後
５
時
～

■
と
こ
ろ　

萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ

（
東
田
町
）

■
内
容　

写
真
部
の
女
子
高
校
生

が
撮
影
し
な
が
ら
地
域
の
人
た
ち

と
触
れ
合
い
、
街
や
写
真
の
魅
力

を
発
見
し
成
長
し
て
い
く
姿
を
描

い
た
同
名
コ
ミ
ッ
ク
を
、
３
つ
の

シ
ョ
ー
ト
ス
ト
ー
リ
ー
で
映
画
化

し
た
青
春
オ
ム
ニ
バ
ス
。

■
観
覧
料　

前
売
１
５
０
０
円

（
当
日
１
８
０
０
円
）

※
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
の
会
員
券
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
前
売
券
販
売
場
所　

萩
ツ
イ
ン

シ
ネ
マ
、
ア
ト
ラ
ス
萩
、
サ
ン
リ

ブ
萩
店

◎
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　

初
日
の
１
月
４
日
午
後
５
時
30

分
か
ら
、
桐
木
憲
一
さ
ん
、
山
本

和
智
さ
ん
、
ハ
ー
ビ
ー
山
口
さ
ん

（
写
真
家
、映
画
に
出
演
）
の
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。　

主
催
・
問
い
合
わ
せ

東
京
シ
ャ
ッ
タ
ー
ガ
ー
ル
上
映
実

行
委
員
会
事
務
局（
０
９
０
・
７
５

９
０
・
０
０
３
０
）
大
平

　
★年中無休☎２６・６７０５

ツインシネマ 上映案内

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

○そして父になる
○風立ちぬ
○陽だまりの彼女
○47ＲOＮＩＮ

上映中〜1/3
12/21〜

1/25〜2/7
２月上旬

■下水道工事（椿東地区）

至 福栄
→

至 

松
陰
大
橋
↓

至 

松
陰
大
橋
↓

↑至 道の
駅

　萩しー
まーと

■工事期間　平成 26 年１月上旬〜２月下旬　午
前８時30分〜午後５時（夜間、工事休止日は開放）
■規制内容　片側交互通行（自転車、歩行者は通
行可）

問い合わせ　下水道建設課（２５・４６５１）

通行規制にご協力を！

萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン（
録
画
）

■
放
送
予
定
日
時　

12
月
23
日

（
月
・
祝
）
午
後
２
時
～
２
時
55
分

■
放
送
局　
ｙ
ａ
ｂ
山
口
朝
日
放

送 テ
レ
ビ
放
映
の

お
知
ら
せ

①窓口での受付場所　本庁１階企画政策課、各総合
事務所、見島支所、三見・大井・大島出張所
②募金箱の設置場所（22 カ所）　本庁総合案内、教
育委員会、各総合事務所、各支所・出張所、市民館、
市民体育館、市民病院、萩博物館、萩図書館
※義援金の領収書が必要な方は、義援金の受付窓口
にお越しください。
③銀行振込・郵便振替

銀行名 支店名 口座番号 口座名義人名

山口銀行 萩支店 普通 5046806
萩市集中豪雨

災害救援義援金
萩市会計管理者

藤田　擴
ひろむ

萩山口
信用金庫 萩支店 普通 0531452

あぶらんど萩
農業協同組合 萩支店 普通 0036055

ゆうちょ銀行 01290-1-80021
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年末年始の各施設へのごみの搬入は午前8時30分〜午後4時30分です。

年末年始のごみ収集を、次のように変更しますのでご協力をお願いします。

燃やせるごみ 資源ごみ プラスチック製容器包装 燃やせないごみ
変更内容 対象地区 変更内容 対象地区 変更内容 対象地区 変更内容 対象地区

12月31日㈫
１月３日㈮

➡
12月29日㈰

萩地域、須佐
地域の火・金
曜日収集地区
のみ

１月１日
（第1水曜日）

➡
12月28日㈯

霧口
沖原
大屋
笠屋
河内
椿
濁淵
雑式町
青海

１月１日
（第1水曜日）

➡
12月28日㈯

椎原
中の倉
松本市
船津
三見
明石・飯井
見島

１月１日
（第1水曜日）

➡
12月28日㈯

江向

１月２日
（第1木曜日）

➡
12月28日㈯

北古萩
恵美須町
瓦町
米屋町
玉江

１月２日
（第1木曜日）

➡
12月28日㈯

平安古
長山
新川
香川津
鶴江

１月２日
（第1木曜日）

➡
12月28日㈯

堀内
木間

１月３日
（第1金曜日）

➡
12月29日㈰

津守町
上五間町
今古萩町
熊谷町
金谷
椿町

１月３日
（第1金曜日）

➡
12月29日㈰

浜崎新町
浜崎町
東浜崎町
玉江浦
倉江
小原

１月３日
（第1金曜日）

➡
12月29日㈰

山田
大井
大井土井

■問い合わせ
環境衛生課（２５・３１４６）
各総合事務所市民窓口部門

施　設　名 電話番号 ごみの種類 12月28日
（土）

12月29日
（日）

12月30日
（月）

12月31日㈫
〜

1月３日㈮
1月４日㈯

・
1月５日㈰

萩清掃工場 22・9731 燃やせるごみ ○ ○ ○ × ×
大井不燃物埋立処分場 28・1308 燃やせないごみ ○ ○ ○ × ×

萩第ニリサイクルセンター
※土日は午前９時〜午後５時
12月30日㈪のみ午前8時30分
〜午後4時30分

24・5300
プラスチック製容器包装
資源ごみ ○ ○ ○ × ○

燃やせるごみ
燃やせないごみ ○ ○ × × ○

田万川リサイクルセンター
08387・2・0340

× × × × ×
田万川不燃物埋立処分場 × × × × ×

※12月28日（土）、29日（日）は第二リサイクルセンター
で休日ごみ集積所を開設します。
開設時間は、午前９時から午後５時までです。
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本庁、萩地域の支所・出張所は12月29日・30日の午前中
田万川総合事務所は12月29日の午前中、須佐総合事務所は30日の午前中

と　き 業　務 担 当 課 電話番号

本庁
見島支所
三見出張所
大井出張所
大島出張所

12月29日㈰・30日㈪
午前８時30分〜正午

①

○戸籍・住民登録・印鑑登録・国
　民健康保険・後期高齢者医療・
　年金・税務証明の各業務
※パスポートの申請、受け取りは
　できません。
○税・保険料・保育料・住宅使用
　料等の収納業務
○下水道受益者負担金・集落排水処
　理施設受益者分担金の収納業務

市民課
市民課
税務課
収納課
見島支所
三見出張所
大井出張所
大島出張所

25･3493
25･3400
25･3479
25•3209
23•3311
27•0001
28•0211
28•0584

② 水道料金・下水道使用料の収納業務 水道業務課 25•2398

③

○児童手当、保育所入所、乳幼児・ひと
　り親家庭医療費助成等の申請
○児童扶養手当の各種変更届
○妊婦健康診査受診票交付
○乳児健康診査受診票交付

子育て支援課 25・3536

田万川
総合事務所

12月29日㈰
午前８時30分〜正午 ①〜③の業務 田万川総合事務所

市民窓口部門
 08387•
 2•0300

須佐
総合事務所

12月30日㈪
午前８時30分〜正午 ①〜③の業務 須佐総合事務所 

市民窓口部門
 08387•
 6•2016

火葬許可証の発行
死亡・出生届・その他の緊急用務 12月28日㈯〜1月5日㈰ 本庁東口、各総合事務所、支所・出張所の宿直室

（佐々並地区については佐々並分遣所）

休日急患診療センター 12月29日㈰  午前８時〜１月４日㈯ 午前８時
1月５日㈰  午前８時〜1月６日㈪ 午前８時 26・1397

災害復興局 12月29日㈰・30日㈪  午前8時30分〜正午 08387
6・2214

施　設　名 電話番号 休　館　日

萩市民病院　　　　　　 25・1200 12月28日㈯から1月5日㈰まで、外来診療は休診
ただし、救急・急患を除きます。

萩博物館　　　　　　　 25・6447 休みなし　

萩図書館 25・6355 休みなし【開館時間の変更】
12月28日㈯〜1月4日㈯：午前9時〜午後5時

須佐図書館 08387・6・5500 12月28日㈯〜1月４日㈯は休み
※須佐図書館の貸出カードをお持ちの方は、須佐図書館の無人
開放部分のみ休館日も利用できます。明木図書館 55・0314

児童館、わくわく子ども図書館 25・1025 12月28日㈯〜1月5日㈰は休み
萩セミナーハウス 21・7501 12月29日㈰〜1月3日㈮は休み

そ
の
他
の
公
共
施
設

萩阿武川温泉ふれあい会館 54・2619 年末年始は休まず営業（31日も営業）

田万川温泉憩いの湯 08387・2・0370 休みなし
【営業時間の変更】
12月31日㈫：午前10時〜午後6時
 1月1日㈬：午後1時〜6時

萩アクティビティパーク
ナチュラサーキット　 56・0100 12月29日㈰〜1月1日㈬は休み

萩やすらぎ苑斎場、
田万川火葬場、須佐火葬場 24・1100

1月1日㈬は休み
見島火葬場 23・3311
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開催中〜25㊌
　手作りカレンダー展 9:30〜 明木図書館

17㊋ あんずの会 14:00〜 萩図書館
18㊌ としょかん通信をつくろう 15:30〜 明木図書館
20㊎、27㊎
　まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

23㊊ クリスマス会 14:00〜 萩図書館
25㊌〜1/11㊏
　男女共同参画パネル展示 9:30〜 明木図書館

25㊌ クリスマス会 10:30〜 明木図書館

【開館時間の変更】
　萩図書館：28㊏〜1/4㊏ 9:00〜17:00

【休館日】
　須佐図書館：16㊊、18㊌、23㊊、24㊋、28㊏〜1/4㊏
　明木図書館：16㊊、18㊌、22㊐〜24㊋、28㊏〜1/4㊏

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ
10:00 〜福栄保セ
13:30 〜福栄保セ

●のびのび会
●乳幼児相談
　福栄楽しく体を動かす会

毎週㊌
18 ㊌
26 ㊍

　行事はありません
地域川上・旭

田万川・須佐 地域
9:30 〜弥富公民館
9:30 〜田万川保セ
9:30 〜須佐公民館

13:00 〜須佐診療セ
9:30 〜やまびこ

　弥富ウエルネス教室
●すくすく赤ちゃん学級
　須佐元気もりもり体操
　1 歳 6 か月児・3 歳児健診
　弥富元気もりもり体操

16 ㊊
18 ㊌
19 ㊍
20 ㊎
25 ㊌

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

9:30 〜萩市保セ
13:30 〜御許町公会堂

10:00 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

13:30 〜萩市保セ
13:30 〜浜崎みんなの家

10:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ

13:30 〜堀内公会堂

16 ㊊

17 ㊋
19 ㊍

24 ㊋
26 ㊍

●母子相談室
　御許町健康教室
　こころの相談日（要予約）
● 10 か月児相談
　こころの相談日（要予約）
　浜崎タマちゃん体操会
　こころの相談日（要予約）
　こころの相談日（要予約）
　堀内健康教室

22㊐

•萩市長距離記録会兼読売駅伝萩市選考会　　　
　　　　　　　　　　　　　9:40〜萩スポーツ広場
•萩地区弓道連盟納射会・百射会　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　9:00〜萩武道館弓道場
•年忘れ萩市民バスケットボール大会
　　　　　　　　　　　　　　　8:30〜市民体育館

23㊊ •萩洗心館合同錬成大会　　　　8:30〜市民体育館

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋
毎週㊊、㊍、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
19㊍ ピヨピヨ「クリスマス会」 10:30〜11:30
21㊏ おはなし会草の芽（子ども図書館） 15:00〜
25㊌ だんすダンス 18:45〜20:15
26㊍ 子育て相談 10:30〜11:30
◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
17㊋、24㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00

17㊋ 発達相談日 10:00〜12:00
絵本の読み聞かせ「ガタンゴトンの会」 11:00〜11:30

24㊋ 親子遊び「ぽっぽの会」 10:30〜11:30
◆萩幼稚園（22･0775）
17㊋ 未就園児開放日「ひよこ組」

※自由遊び、パネルシアター、紙芝居など 9:30〜11：30

★毎週木曜日放送・金曜日再放送 広報課 ☎25-3178
◆行政番組「マイたうん萩」（10 分間）
19㊍ 萩図書館の利用案内
26㊍ 休日急患診療センターの利用案内

萩健康福祉センター ☎25・2667

18 ㊌
25 ㊌

　心の健康相談（要予約）
　酒害相談 ( お酒に関する困り事相談 )

13:00 〜
13:00 〜
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情報カレンダー
日月火水木金土

61 2 3 4 5 7
98 11 12 13 14
17

2324
15 1920 2118
22 27 2826
16

30 31　 　29
25

10

　 　
●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16㊊
●児童生徒人権啓発作品展 人権啓発活動展 〜17日　 （9:00〜/市民館小ホール）外科 萩むらた（今古萩町）25・9170
○押花絵展「花遊」 12月11日〜1月19日 （9:00〜/伊藤博文別邸）内科 萩慈生（玉江） 25・6622

17㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/福祉の里ふれあいセンター）外科 花宮（平安古町） 25･8738

内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

18㊌
外科 MP萩（堀内） 24･0082
内科 中坪（今魚店町） 22・5430

19㊍
●行政相談 外科 萩市民（椿） 25･1200
　　　  （10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 波多野（堀内） 25・2788

20㊎
外科 平岡（新川東区） 25･7100
内科 みやうち（椿） 25・2500

21㊏
●萩博物館「山浦清麿-萩に招かれた幕末の刀匠-」 〜2月9日   （9:00〜/萩博物館）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 柳井（橋本町） 22・0748

22㊐
内科・歯科（外科）

休日急患診療センター（椿）26・1397
産婦人科 なかむら（熊谷町） 22・1557

23㊊
内科・歯科（外科）

休日急患診療センター（椿）26・1397
産婦人科 都志見（江向） 22・2811

24㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 萩むらた（今古萩町）25・9170

内科 全真会（玉江浦） 22・4106

25㊌
○武家屋敷の生け花展 〜1月8日 （9：00〜/渡辺蒿蔵旧宅）外科 めづき（土原） 22･2248
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）内科 めづき（土原） 22･2248

小児科 いわたに（椿東） 24･2100

26㊍
●行政相談 (13:30〜/川上公民館）外科 兼田（吉田町） 22・1113

内科 中坪（今魚店町） 22・5430

27㊎
◯萩・年末お魚市 〜31日 (9:00〜/道の駅 萩しーまーと）外科 かわかみ（椿東） 21・7538

内科 市原（塩屋町） 22・0184

28㊏

◯田万川暮の市 〜31日 (8:30〜/道の駅 ゆとりパークたまがわ）外科 田町（東田町） 24･1234
◯須佐特産暮の市 (9:00〜/JR須佐駅前広場）内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020
◯つつじ年末感謝セール (9:00〜/旭農産物加工販売所つつじ）
◯川上農林産物直売所歳末大売出し (9:00〜/川上農林産物直売所）
市役所の業務は28日から1月5日まで休み
市民病院の外来診療は28日から1月5日まで休診（救急・急患を除く）

29㊐
※本庁、見島支所、三見・大井・大島出張所の休日業務（8:30〜12:00） 内科・歯科（外科）
※田万川総合事務所・災害復興局の休日業務（8:30〜12:00） 休日急患診療センター（椿）26・1397

産婦人科 なかむら（熊谷町） 22・1557

30㊊
※本庁、見島支所、三見・大井・大島出張所の休日業務（8:30〜12:00） 内科・歯科（外科）
※須佐総合事務所・災害復興局の休日業務（8:30〜12:00） 休日急患診療センター（椿）26・1397

産婦人科 都志見（江向） 22・2811

31㊋
◯田万川 お魚の市 (8:30〜/道の駅 ゆとりパークたまがわ） 内科・歯科（外科）
ごみ収集業務は12月31日から1月5日まで休み 休日急患診療センター（椿）26・1397

産婦人科 なかむら（熊谷町） 22・1557

16 →31日 日

月12
24 時間年中無休。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

22日㊐
23日㊊
29日㊐
30日㊊
31日㊋

［内外科］
［内科］
［内科]
［内科]
［内外科]

齋藤（阿武町）
むつみ（吉部上）
福川（福井下）
福賀（阿武町）
松井（下田万）

08388・2・2838
08388・6・0149
52・0027
08388・5・0863
08387・2・0345

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル24で確認してください。

※小児科は、25日以外内科で対応します。
※日曜日・年末年始の外科は休日急患センターで対応します。
※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝8時
　土曜の当番は、正午〜翌朝8時
　日曜・祝日の当番は、午前8時〜翌朝8時
　歯科は午前9時〜正午、午後１時〜３時
※救急医療は急患のためのものです。

※阿北地区（萩地域以外）
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■人の動き（平成25年11月末日）
人口／52,492人（前月比ー54）
男／24,107人（前月比ー10） 女／28,385人（前月比ー44）
世帯数／24,208世帯（前月比±0）
出生／18人　死亡／77人

の

果物/野菜
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載して
います。（敬称略）※11月16日〜11月30日受付分

表紙

　7.28 豪雨災害で被災した田万川・須佐・むつみ
地域の小中学生から募集した中から６作品が決定
し、12 月８日、田万川コミュニティセンターで開
催された「がんばう田万川・復興のつどい」で表彰
されました（６ページ）。
　前列左から、若松加

か

奈
な

さん（多磨小３年）、椙愛
ま

央
お

さん（むつみ小５年）、品川綾
あ や の

乃さん（須佐中２年）
　後列左から、中原としえさん（むつみ中２年）、
中原こはるさん（育英小４年）、澄川夢

ゆ め こ

子さん（小
川小１年）

災害復興祈念スローガン（標語）
受賞者と採用スローガン


	表紙「災害復興祈念スローガン」
	平成25年度　萩市の出来事　2013年を振り返って
	市長コラム「北斗七星」
	萩市議会12月定例会　市長報告
	世界文化遺産登録の推進について
	誘致起業の工場建設状況について
	ＮHＫ大河ドラマの制作決定について

	山陰道（益田〜萩間）早期整備に向けて一歩前進！
	7.28 豪雨災害　
	義援金２次配分をお届けしています
	がんばろう・田万川　復興のつどい開催！
	復興祈念スローガン（標語）が決定！

	平成27年の世界遺産登録を目指して③
	地域トピックス
	新しい萩観光小町が萩をPRします
	中国地方の首長が歴史まちづくりを議論
	友好都市前橋市から市民団が来萩
	萩市民秋季バレーボール大会
	厳しい天候　萩クロマグロトーナメント
	萩商工ラグビー部　惜しくも花園を逃す
	第50回 むつみ縦走駅伝大会
	第９回 萩ものしり博士検定を実施
	オイル・ルージュが「究極のお土産に」選定！
	明木の恩人を称える「彦六・又十郎四百年祭」
	新型定置漁船「指月丸」竣工
	萩図書館早くも入館者１００万人を達成

	シリーズ③屋外広告物条例「禁止地域では一般広告物を設置できません」
	シリーズ10　国民健康保険「特定健康診査で生活習慣を見直そう！」
	民生委員・児童委員、主任児童委員が決まりました！
	シリーズ99健康ガイド「自分の身は、自分で守る」
	情報案内板
	お知らせ
	萩市議会議員一般選挙立候補予定者説明会
	農業委員会委員選挙人名簿登載申請
	水道管の凍結にご注意を
	エコプラザ・萩情報
	使用済み小型家電のリサイクル
	萩・幕末維新検定公式テキスト販売中
	工業統計調査にご協力を
	山口県特定（産業別）最低賃金の改正
	萩税務署からのお知らせ
	冬休みは子どものまぁーるバス運賃50円

	募集
	萩夏みかんセンター研修生
	子育て支援センター行事
	大島まるまる体験ツアー
	ワンコイントラスト助成対象物件

	県立萩美術館・浦上記念館
	講演・講座
	武家屋敷の生け花展・生け花教室

	相談
	身体障がい者巡回相談（整形外科）

	スポーツ
	陸上長距離記録会（兼県読売駅伝萩市予選会）

	イベント
	道の駅「萩しーまーと」年末お魚市
	つつじ年末感謝セール
	須佐特産　暮の市
	映画「東京シャッターガール」上映
	テレビ放映のお知らせ「萩城下町マラソン」

	萩博物館
	ツインシネマ上映案内
	萩市集中豪雨災害救援義援金
	通行規制にご協力を！
	年末年始のごみ収集
	年末年始の市役所の窓口業務
	保健ガイド
	スポーツガイド
	図書館ガイド
	子育てガイド
	ケーブルテレビ放送予定
	情報カレンダー　12月16日〜31日
	旬の果物/野菜「かきちしゃ」
	人の動き（平成25年11月末日）

